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(57)【要約】
【課題】装置の構成の簡素化や小型化に有利な構成で、
回収現像剤が搬送されている回収現像剤容器が取り外さ
れた場合の回収現像剤の漏れや飛散を抑制することので
きる現像剤回収装置及び画像形成装置を提供する。
【解決手段】現像剤回収装置１は、制御部１５０が、第
１の回収現像剤容器１０Ｌに回収現像剤を搬送している
ときに、第１の回収現像剤容器１０Ｌが取り外されたこ
とを検知した場合に、回収現像剤の搬送先を第１の回収
現像剤容器１０Ｌから第２の回収現像剤容器１０Ｒへ切
り替え、第２の回収現像剤容器１０Ｒに回収現像剤を搬
送しているときに、第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り
外されたことを検知した場合に、回収現像剤の搬送先を
第２の回収現像剤容器１０Ｒから第１の回収現像剤容器
１０Ｌへ切り替えるように駆動部５を制御可能である構
成とする。
【選択図】図１３



(2) JP 2021-170105 A 2021.10.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現像剤を用いて画像を形成する画像形成部から排出された回収現像剤を、着脱可能な第
１の回収現像剤容器及び第２の回収現像剤容器へと搬送することが可能な現像剤回収装置
において、
　駆動可能に設けられ、前記画像形成部から排出された回収現像剤を前記第１の回収現像
剤容器又は前記第２の回収現像剤容器に選択的に搬送可能な搬送部と、
　前記搬送部を駆動する駆動部と、
　前記第１の回収現像剤容器の着脱状態を検知するための第１の容器センサと、
　前記第２の回収現像剤容器の着脱状態を検知するための第２の容器センサと、
　前記駆動部を制御する制御部と、
を有し、
　前記制御部は、前記第１の回収現像剤容器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第
１の回収現像剤容器が取り外されたことを検知した場合に、回収現像剤の搬送先を前記第
１の回収現像剤容器から前記第２の回収現像剤容器へ切り替え、前記第２の回収現像剤容
器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第２の回収現像剤容器が取り外されたことを
検知した場合に、回収現像剤の搬送先を前記第２の回収現像剤容器から前記第１の回収現
像剤容器へ切り替えるように前記駆動部を制御可能であることを特徴とする現像剤回収装
置。
【請求項２】
　前記第１の回収現像剤容器が満杯であることを検知するための第１の満杯センサと、
　前記第２の回収現像剤容器が満杯であることを検知するための第２の満杯センサと、
を有し、
　前記制御部は、前記第１の回収現像剤容器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第
１の回収現像剤容器が満杯であることを検知し、かつ、前記第２の回収現像剤容器が満杯
でないことを検知した場合に、回収現像剤の搬送先を前記第１の回収現像剤容器から前記
第２の回収現像剤容器に切り替えるように前記駆動部を制御することを特徴とする請求項
１に記載の現像剤回収装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１の回収現像剤容器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第
１の回収現像剤容器が取り外されたことを検知し、前記第２の回収現像剤容器が装着され
ていることを検知し、かつ、前記第２の回収現像剤容器が満杯でないことを検知した場合
に、回収現像剤の搬送先を前記第１の回収現像剤容器から前記第２の回収現像剤容器に切
り替え、前記第２の回収現像剤容器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第２の回収
現像剤容器が取り外されたことを検知し、前記第１の回収現像剤容器が装着されているこ
とを検知し、かつ、前記第１の回収現像剤容器が満杯でないことを検知した場合に、回収
現像剤の搬送先を前記第２の回収現像剤容器から前記第１の回収現像剤容器に切り替える
ように前記駆動部を制御することを特徴とする請求項２に記載の現像剤回収装置。
【請求項４】
　前記第１の回収現像剤容器を着脱可能に装着する第１の装着部と、
　前記第２の回収現像剤容器を着脱可能に装着する第２の装着部と、
　前記第１の装着部及び前記第２の装着部を開閉する共通の扉と、
を有することを特徴とする請求項１乃至３いずれか一項に記載の現像剤回収装置。
【請求項５】
　前記扉の内側に前記第１の回収現像剤容器及び前記第２の回収現像剤容器に対応して設
けられ、前記第１の回収現像剤容器及び前記第２の回収現像剤容器を識別するため識別表
示部を有することを特徴とする請求項４に記載の現像剤回収装置。
【請求項６】
　前記扉は、前記扉の下部で、上下方向と交差する左右方向に沿って伸びる回転軸線を中
心として回動可能に構成されていることを特徴とする請求項４又は５に記載の現像剤回収
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装置。
【請求項７】
　前記搬送部は、
　前記画像形成部から排出された回収現像剤を重力方向の上方から下方に導く管状の縦搬
送部と、
　前記縦搬送部の内部を通って搬送された回収現像剤を重力方向と交差する方向に沿って
前記第１の回収現像剤容器及び前記第２の回収現像剤容器に向けて導くことが可能な管状
の横搬送部であって、前記横搬送部の伸長方向に関する第１の端部側に設けられ回収現像
剤を排出する第１の排出口と、前記横搬送部の伸長方向に関する前記第１の端部とは反対
の第２の端部側に設けられ回収現像剤を排出する第２の排出口と、前記横搬送部の伸長方
向に関する前記第１の排出口と前記第２の排出口との間に設けられ前記縦搬送部からの回
収現像剤を前記横搬送部に受け入れる受入口と、を備えた前記横搬送部と、
　前記横搬送部の内部の回収現像剤を搬送する搬送部材であって、前記横搬送部の伸長方
向に沿う回転軸線を中心として第１の方向に回転することで回収現像剤を前記第２の端部
側から前記第１の端部側に向かう方向に搬送し、該回転軸線を中心として前記第１の方向
とは反対の第２の方向に回転することで回収現像剤を前記第１の端部側から前記第２の端
部側に向かう方向に搬送する螺旋形状部を備えた前記搬送部材と、を備え、
　前記駆動部により前記搬送部材を前記第１の方向又は前記第２の方向に選択的に回転駆
動することで、前記画像形成部から排出された回収現像剤を前記第１の回収現像剤容器又
は前記第２の回収現像剤容器に選択的に搬送可能であることを特徴とする請求項１乃至６
いずれか一項に記載の現像剤回収装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記第１の回収現像剤容器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第
１の回収現像剤容器が取り外されたことを検知した場合に、前記搬送部材の回転方向を前
記第１の方向から前記第２の方向に切り替え、前記第２の回収現像剤容器に回収現像剤を
搬送しているときに、前記第２の回収現像剤容器が取り外されたことを検知した場合に、
前記搬送部材の回転方向を前記第２の方向から前記第１の方向に切り替えるように前記駆
動部を制御可能であることを特徴とする請求項７に記載の現像剤回収装置。
【請求項９】
　前記搬送部は、
　前記第１の排出口から排出された回収現像剤を前記第１の回収現像剤容器に向けて導く
管状の第１の回収搬送部であって、前記第１の回収搬送部の伸長方向に関する一方の端部
側に設けられ前記第１の排出口から排出された回収現像剤を前記第１の回収搬送部に受け
入れる第１の回収受入口と、前記第１の回収搬送部の伸長方向に関する他方の端部側に設
けられ前記第１の回収現像剤容器に向けて前記第１の回収搬送部から回収現像剤を排出す
る第１の回収排出口と、を備えた前記第１の回収搬送部と、
　前記第１の回収搬送部の内部の回収現像剤を搬送する第１の回収搬送部材であって、前
記第１の回収搬送部の伸長方向に沿う回転軸線を中心として所定の方向に回転することで
回収現像剤を前記第１の回収搬送部の前記一方の端部側から前記他方の端部側に向かう方
向に搬送する螺旋形状部を備えた前記第１の回収搬送部材と、
　前記第２の排出口から排出された回収現像剤を前記第２の回収現像剤容器に向けて導く
管状の第２の回収搬送部であって、前記第２の回収搬送部の伸長方向に関する一方の端部
側に設けられ前記第２の排出口から排出された回収現像剤を前記第２の回収搬送部に受け
入れる第２の回収受入口と、前記第２の回収搬送部の伸長方向に関する他方の端部側に設
けられ前記第２の回収現像剤容器に向けて前記第２の回収搬送部から回収現像剤を排出す
る第２の回収排出口と、を備えた前記第２の回収搬送部と、
　前記第２の回収搬送部の内部の回収現像剤を搬送する第２の回収搬送部材であって、前
記第２の回収搬送部の伸長方向に沿う回転軸線を中心として所定の方向に回転することで
回収現像剤を前記第２の回収搬送部の前記一方の端部側から前記他方の端部側に向かう方
向に搬送する螺旋形状部を備えた前記第２の回収搬送部材と、



(4) JP 2021-170105 A 2021.10.28

10

20

30

40

50

を有することを特徴とする請求項７又は８に記載の現像剤回収装置。
【請求項１０】
　前記第１の回収搬送部材を回転駆動する第１の回収駆動部と、
　前記第２の回収搬送部材を回転駆動する第２の回収駆動部と、
を有することを特徴とする請求項９に記載の現像剤回収装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記駆動部により前記搬送部材を前記第１の方向に回転駆動する際には
、前記第１の回収駆動部により前記第１の回収搬送部材を回転駆動すると共に前記第２の
回収駆動部による前記第２の回収搬送部材の回転駆動を停止し、前記駆動部により前記搬
送部材を前記第２の方向に回転駆動する際には、前記第１の回収駆動部による前記第１の
回収搬送部材の回転駆動を停止すると共に前記第２の回収駆動部により前記第２の回収搬
送部材を回転駆動するように前記第１の回収駆動部及び前記第２の回収駆動部を制御する
ことを特徴とする請求項１０に記載の現像剤回収装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記第１の回収現像剤容器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第
１の回収現像剤容器が取り外されたことを検知した場合に、前記第１の回収搬送部材の回
転を停止し、前記第２の回収現像剤容器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第２の
回収現像剤が取り外されたことを検知した場合に、前記第２の回収搬送部材の回転を停止
するように前記第１の回収駆動部及び前記第２の回収駆動部を制御可能であることを特徴
とする請求項１０に記載の現像剤回収装置。
【請求項１３】
　前記駆動部から前記搬送部材に伝達された駆動力を前記第１の回収搬送部材に伝達する
ことが可能であると共に、該駆動力の伝達を遮断することが可能な第１の駆動伝達部と、
　前記駆動部から前記搬送部材に伝達された駆動力を前記第２の回収搬送部材に伝達する
ことが可能であると共に、該駆動力の伝達を遮断することが可能な第２の駆動伝達部と、
を有することを特徴とする請求項９に記載の現像剤回収装置。
【請求項１４】
　前記駆動部により前記搬送部材が前記第１の方向に回転駆動される際には、前記第１の
駆動伝達部は前記搬送部材から前記第１の回収搬送部材に駆動力を伝達し、前記第２の駆
動伝達部は前記搬送部材から前記第２の回収搬送部材への駆動力の伝達を遮断し、
　前記駆動部により前記搬送部材が前記第２の方向に回転駆動される際には、前記第１の
駆動伝達部は前記搬送部材から前記第１の回収搬送部材への駆動力の伝達を遮断し、前記
第２の駆動伝達部は前記搬送部材から前記第２の回収搬送部材に駆動力を伝達することを
特徴とする請求項１３に記載の現像剤回収装置。
【請求項１５】
　前記第１の回収現像剤容器が取り外された場合に前記第１の回収排出口を閉鎖する第１
のシャッタ部材と、
　前記第２の回収現像剤容器が取り外された場合に前記第２の回収排出口を閉鎖する第２
のシャッタ部材と、
を有することを特徴とする請求項９乃至１４のいずれか一項に記載の現像剤回収装置。
【請求項１６】
　現像剤を用いて画像を形成する画像形成部を有し、前記画像形成部から排出された回収
現像剤を収容する第１の回収現像剤容器及び第２の回収現像剤容器がそれぞれ着脱可能な
画像形成装置において、
　前記画像形成部から排出された回収現像剤を前記第１の回収現像剤容器及び前記第２の
回収現像剤容器へと搬送することが可能な請求項１乃至１５のいずれか一項に記載の現像
剤回収装置を有することを特徴とする画像形成装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、電子写真方式や静電記録方式を用いた、複写機、プリンタ、ファクシミリ装
置、これらのうち複数の機能を備えた複合機などの画像形成装置において用いられる現像
剤回収装置、及びこれを備えた画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば電子写真方式を用いた複写機などの画像形成装置では、電子写真画像形成
プロセスにより像担持体としての感光体上にトナーを含む現像剤を用いて形成されたトナ
ー像が、記録材などの被転写体に転写される。感光体から被転写体へのトナー像の転写時
に感光体上に残留したトナー（転写残トナー）は、クリーニング手段によって感光体上か
ら除去され、現像剤回収装置によって回収現像剤として回収現像剤容器へと搬送され、回
収現像剤容器の内部に蓄積される。そして、回収現像剤容器は、その内部が回収現像剤で
満杯になった場合などに、空の回収現像剤容器に交換される。従来、一般に、回収現像剤
容器を交換する際には、現像剤回収装置による回収現像剤の搬送を停止するために、画像
形成装置の画像形成動作を停止させる必要がある。そのため、例えば連続して大量の印刷
を行うことが望まれる業務では、回収現像剤容器の交換のために生産性が低下しまうとい
う課題がある。
【０００３】
　この課題に対し、画像形成装置の装置本体に２つの回収現像剤容器を着脱可能に設け、
各回収現像剤容器にそれぞれ回収現像剤を搬出する２つの搬出部のうちいずれか１つから
選択的に回収現像剤を搬出する構成が提案されている（特許文献１）。特許文献１に記載
の構成では、回収現像剤が送り込まれる攪拌槽内に、回転軸に複数の翼が放射状に設けら
れて構成される攪拌部材が配置され、その複数の翼により回収現像剤を収容する複数の室
が形成されている。そして、２つの搬出部とそれぞれ連通するように攪拌槽に設けられた
２つの開口部を攪拌槽の複数の室が順次通過するように攪拌部材が回転することで、攪拌
槽から回収現像剤が搬出される。左右方向に並んで配置された２つの搬出部のうち右側の
搬出部から回収現像剤を搬出する場合は、攪拌部材は右回り方向に回転し、左側の搬出部
から搬出する場合は左回りに回転する。この構成によれば、一方の回収現像剤容器を交換
する際に他方の回収現像剤容器に回収現像剤を回収可能な状態であれば、画像形成動作を
停止させることなく、一方の回収現像剤容器を交換することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－８３１０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、画像形成動作中に、回収現像剤の搬送路と、回収現像剤が搬送されている回収
現像剤容器と、が連通している状態で、その回収現像剤容器が装置本体から取り外されて
しまうことが考えられる。この場合、回収現像剤の搬送路の排出口から回収現像剤容器外
に回収現像剤が漏れ、装置本体内に回収現像剤が飛散してしまう。
【０００６】
　これを抑制するために、回収現像剤が搬送されている回収現像剤容器が取り外された場
合に画像形成動作を停止させることが考えられる。また、このように画像形成動作を停止
させないようにするために、特許文献１に記載の構成のように回収現像剤が搬送されてい
る回収現像剤容器の取り外しを防止する係止手段を容器ごとに設けることが考えられる。
また、回収現像剤が搬送されている回収現像剤容器にアクセスできないようにする扉を容
器ごとに設けることが考えられる。しかし、これらの構成は、画像形成装置の構成の複雑
化や大型化につながるため、その省略や簡素化が望まれる。
【０００７】
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　なお、以上では、回収現像剤は感光体から除去された転写残トナーであるものとして説
明したが、画像形成装置において発生する回収現像剤はこれに限られない。例えば、回収
現像剤は、第１の像担持体としての感光体から一次転写されたトナー像を記録材に二次転
写するために搬送する第２の像担持体としての中間転写体から除去された転写残トナーで
あってもよい。また、例えば、回収現像剤は、像担持体に形成された静電像を現像する現
像装置から排出された現像剤（トナーとキャリアとを含んでいてよい。）などであっても
よい。
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、装置の構成の簡素化や小型化に有利な構成で、回収現像
剤が搬送されている回収現像剤容器が取り外された場合の回収現像剤の漏れや飛散を抑制
することのできる現像剤回収装置及び画像形成装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的は本発明に係る現像剤回収装置及び画像形成装置にて達成される。要約すれば
、本発明は、現像剤を用いて画像を形成する画像形成部から排出された回収現像剤を、着
脱可能な第１の回収現像剤容器及び第２の回収現像剤容器へと搬送することが可能な現像
剤回収装置において、駆動可能に設けられ、前記画像形成部から排出された回収現像剤を
前記第１の回収現像剤容器又は前記第２の回収現像剤容器に選択的に搬送可能な搬送部と
、前記搬送部を駆動する駆動部と、前記第１の回収現像剤容器の着脱状態を検知するため
の第１の容器センサと、前記第２の回収現像剤容器の着脱状態を検知するための第２の容
器センサと、前記駆動部を制御する制御部と、を有し、前記制御部は、前記第１の回収現
像剤容器に回収現像剤を搬送しているときに、前記第１の回収現像剤容器が取り外された
ことを検知した場合に、回収現像剤の搬送先を前記第１の回収現像剤容器から前記第２の
回収現像剤容器へ切り替え、前記第２の回収現像剤容器に回収現像剤を搬送しているとき
に、前記第２の回収現像剤容器が取り外されたことを検知した場合に、回収現像剤の搬送
先を前記第２の回収現像剤容器から前記第１の回収現像剤容器へ切り替えるように前記駆
動部を制御可能であることを特徴とする現像剤回収装置である。
【００１０】
　本発明の他の態様によると、現像剤を用いて画像を形成する画像形成部を有し、前記画
像形成部から排出された回収現像剤を収容する第１の回収現像剤容器及び第２の回収現像
剤容器がそれぞれ着脱可能な画像形成装置において、前記画像形成部から排出された回収
現像剤を前記第１の回収現像剤容器及び前記第２の回収現像剤容器へと搬送することが可
能な上記本発明の現像剤回収装置を有することを特徴とする画像形成装置が提供される。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、装置の構成の簡素化や小型化に有利な構成で、回収現像剤が搬送され
ている回収現像剤容器が取り外された場合の回収現像剤の漏れや飛散を抑制することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】画像形成装置の概略断面図である。
【図２】画像形成部からの回収現像剤の排出態様を示す模式図である。
【図３】回収現像剤容器の装着態様を示す画像形成装置の概略斜視図である。
【図４】現像剤回収装置の正面図である。
【図５】現像剤回収装置の斜視図である。
【図６】図４のＸ－Ｘ線断面図である。
【図７】図４のＹ－Ｙ線断面図である。
【図８】回収現像剤容器を取り外した状態の現像剤回収装置の一部の斜視図である。
【図９】現像剤回収動作を説明するための現像剤回収装置の斜視図である。
【図１０】現像剤回収動作を説明するための現像剤回収装置の斜視図である。
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【図１１】現像剤回収装置の制御態様を示す概略ブロック図である。
【図１２】現像剤回収動作のフローチャート図である。
【図１３】回収現像剤容器が取り外された場合の動作のフローチャート図である。
【図１４】現像剤回収装置の動作シーケンスを示すフローチャート図である。
【図１５】他の実施例の現像剤回収装置の斜視図である。
【図１６】図４のＸ－Ｘ線と同様に切った図１５の装置の断面図である。
【図１７】図４のＹ－Ｙ線と同様に切った図１５の装置の断面図である。
【図１８】図１５の装置の駆動伝達部を示す斜視図である。
【図１９】図１５の装置における現像剤回収動作を説明するための斜視図である。
【図２０】図１５の装置における現像剤回収動作を説明するための斜視図である。
【図２１】画像形成装置の操作部の正面図である。
【図２２】画像形成装置の容器装着部の周辺を示す正面図である。
【図２３】回収現像剤容器の交換を誘引する報知動作を含む現像剤回収装置の動作のフロ
ーチャート図である。
【図２４】回収現像剤容器の装着及び交換を誘引する報知動作を含む現像剤回収装置の動
作のフローチャート図である。
【図２５】回収現像剤容器の装着及び交換を誘引する報知動作を含む現像剤回収装置の動
作のフローチャート図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明に係る現像剤回収装置及び画像形成装置を図面に則して更に詳しく説明す
る。
【００１４】
　［実施例１］
　１．画像形成装置
　図１は、本実施例の画像形成装置１００の概略断面図（後述する感光ドラム１０１の回
転軸線方向と略直交する断面）である。本実施例の画像形成装置１００は、電子写真方式
を用いてフルカラー画像を形成することのできる、中間転写方式を採用したタンデム型の
プリンタである。
【００１５】
　なお、画像形成装置１００及びその要素に関して、図１の紙面手前側を「前」側、図１
の紙面奥側を「後」側とする。ユーザやサービス担当者などの操作者は、通常、画像形成
装置１００の前側から画像形成装置１００に対する操作を行うようになっている。画像形
成装置１００の前後方向は、後述する感光ドラム１の回転軸線方向と略平行であるものと
する。また、画像形成装置１００及びその要素に関して、前側から見た場合の左側、右側
をそれぞれ「左」側、「右」側とする。この左右方向は、画像形成装置１００の幅方向に
相当する。また、画像形成装置１００及びその要素に関して、上下方向は、重力方向（鉛
直方向）における上下方向を言うものであるが、直上、直下のみを意味するものではなく
、それぞれ注目する要素又は位置を通る水平面よりも上側、下側を含むものである。
【００１６】
　画像形成装置１００は、複数の画像形成手段として、それぞれイエロー（Ｙ）、マゼン
タ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）の画像を形成する第１、第２、第３、第４のス
テーションＳＹ、ＳＭ、ＳＣ、ＳＫを有する。各ステーションＳＹ、ＳＭ、ＳＣ、ＳＫに
おける同一又は対応する機能あるいは構成を有する要素については、いずれかの色用の要
素であることを表す符号の末尾のＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋを省略して総括的に説明することがある
。本実施例では、ステーションＳは、後述する感光ドラム１０１、帯電装置１０２、露光
装置１０３、現像装置１０４、一次転写ローラ１０５、ドラムクリーニング装置１０６な
どを有して構成される。本実施例では、複数（本実施例では４つ）のステーションＳＹ、
ＳＭ、ＳＣ、ＳＫは、重力方向と交差する方向、特に本実施例では略水平方向に沿って並
んで配置されている。
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【００１７】
　第１の像担持体としての回転可能なドラム型の感光体（電子写真感光体）である感光ド
ラム１０１は、図中矢印Ｒ１方向に回転駆動される。本実施例では、４つの感光ドラム１
０１は、略水平方向に沿って左右に並んで配置されている。回転する感光ドラム１０１の
表面は、帯電手段としての帯電装置１０２によって所定の極性（本実施例では負極性）に
一様に帯電処理される。帯電処理された感光ドラム１０１の表面は、露光手段としての露
光装置（レーザスキャナ）１０３によって画像情報に従って走査露光され、感光ドラム１
０１上に静電像（静電潜像）が形成される。感光ドラム１０１上に形成された静電像は、
現像手段としての現像装置１０４によってトナーが供給されて現像（可視化）され、感光
ドラム１０１上にトナー像が形成される。本実施例では、一様に帯電処理された後に露光
されることで電位の絶対値が低下した感光ドラム１０１上の露光部（イメージ部）に、感
光ドラム１０１の帯電極性と同極性（本実施例では正極性）に帯電したトナーが付着する
。本実施例では、現像時のトナーの帯電極性であるトナーの正規の帯電極性は負極性であ
る。
【００１８】
　４つの感光ドラム１０１と対向するように、第２の像担持体としての無端状のベルトで
構成された中間転写体である中間転写ベルト１０７が配置されている。中間転写ベルト１
０７は、複数の張架ローラ（支持ローラ）としての駆動ローラ１７１、テンションローラ
１７２、二次転写対向ローラ１７３に掛け渡されて所定の張力で張架されている。中間転
写ベルト１０７は、駆動ローラ１７１が回転駆動されることで駆動力が伝達されて、図中
矢印Ｒ２方向に回転（周回移動）する。中間転写ベルト１０７の内周面側には、各感光ド
ラム１０１に対応して、一次転写手段としてのローラ型の一次転写部材である一次転写ロ
ーラ１０５が配置されている。一次転写ローラ１０５は、中間転写ベルト１０７を感光ド
ラム１０１に向けて押圧して、感光ドラム１０１と中間転写ベルト１０７とが接触する一
次転写部（一次転写ニップ）Ｎ１を形成する。上述のように感光ドラム１０１上に形成さ
れたトナー像は、一次転写部Ｎ１において、一次転写ローラ１０５の作用により、回転し
ている中間転写ベルト１０７上に一次転写される。一次転写時に、一次転写ローラ１０５
には、トナーの正規の帯電極性とは逆極性の直流電圧である一次転写電圧が印加される。
例えば、フルカラー画像の形成時には、各感光ドラム１０１上に形成されたイエロー、マ
ゼンタ、シアン、ブラックの各色のトナー像が、中間転写ベルト１０７上に重ね合わされ
るようにして順次一次転写される。
【００１９】
　中間転写ベルト１０７の外周面側において、二次転写対向ローラ１７３に対向する位置
には、二次転写手段としてのローラ型の二次転写部材である二次転写ローラ１０８が配置
されている。二次転写ローラ１０８は、中間転写ベルト１０７を介して二次転写対向ロー
ラ１７３に向けて押圧され、中間転写ベルト１０７と二次転写ローラ１０８とが接触する
二次転写部（二次転写ニップ）Ｎ２を形成する。上述のように中間転写ベルト１０７上に
形成されたトナー像は、二次転写部Ｎ２において、中間転写ベルト１０７と二次転写ロー
ラ１０８とに挟持されて搬送されている記録用紙などの記録材（記録媒体、シート）Ｐ上
に二次転写される。二次転写時に二次転写ローラ１０８には、トナーの正規の帯電極性と
は逆極性の直流電圧である二次転写電圧が印加される。記録材Ｐは、記録材収容部として
のカセット１１１に収容されている。記録材Ｐは、記録材搬送装置１１２によってカセッ
ト１１１から二次転写部Ｎ２に供給される。記録材搬送装置１１２は、ピックアップロー
ラ１１２ａ、給送ローラ１１２ｂ、搬送ローラ１１２ｃ、及びレジストローラ１１２ｄな
どを有する。ピックアップローラ１１２ａは、カセット１１１から記録材Ｐを１枚ずつ送
り出す。給送ローラ１１２ｂ、搬送ローラ１１２ｃは、カセット１１１から送り出された
記録材Ｐを搬送する。レジストローラ１１２ｄは、給送ローラ１１２ｂ、搬送ローラ１１
２ｃによって搬送されてきた記録材Ｐを一旦停止させると共に、この記録材Ｐを中間転写
ベルト１０７上のトナー像とタイミングを合わせるようにして二次転写部Ｎ２へと送り出
す。
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【００２０】
　トナー像が転写された記録材Ｐは、定着手段としての定着装置１１３へと搬送される。
定着装置１１３は、熱源を備えた定着ローラ１１３ａと、定着ローラ１１３ａに圧接する
加圧ローラ１１３ｂと、を有する。定着装置１１３は、未定着のトナー像を担持した記録
材Ｐを、定着ローラ１１３ａと加圧ローラ１１３ｂとで挟持して搬送することで加熱及び
加圧し、記録材Ｐ上にトナー像を定着（溶融、固着）させる。トナー像が定着された記録
材Ｐは、排出ローラ１１４によって、画像形成装置１００の装置本体１１０の外部に設け
られたトレイ１１５上に排出（出力）される。
【００２１】
　また、一次転写時に中間転写ベルト１０７に転写されずに感光ドラム１０１上に残留し
たトナー（一次転写残トナー）は、感光体クリーニング手段としてのドラムクリーニング
装置１０６によって感光ドラム１０１上から除去されて回収される。図２に示すように、
ドラムクリーニング装置１０６は、クリーニング部材としての弾性体で形成されたドラム
クリーニングブレード１６１と、トナー回収部としてのドラムクリーニング容器１６２と
、を有する。ドラムクリーニング装置１０６は、感光ドラム１０１の表面に当接するよう
に配置されたドラムクリーニングブレード１６１によって、回転する感光ドラム１０１の
表面から一次転写残トナーを掻き取って、ドラムクリーニング容器１６２の内部に収容す
る。
【００２２】
　また、中間転写ベルト１０７の外周面側において、テンションローラ１７２と対向する
位置には、中間転写ベルトクリーニング手段としてのベルトクリーニング装置１０９が配
置されている。二次転写時に記録材Ｐに転写されずに中間転写ベルト１０７上に残留した
トナー（二次転写残トナー）は、ベルトクリーニング装置１０９によって中間転写ベルト
１０７上から除去されて回収される。図２に示すように、ベルトクリーニング装置１０９
は、クリーニング部材としての弾性体で形成されたベルトクリーニングブレード１９１と
、トナー回収部としてのベルトクリーニング容器１９２と、を有する。ベルトクリーニン
グ装置１０９は、中間転写ベルト１０７の表面に当接するように配置されたベルトクリー
ニングブレード１９１により、回転する中間転写ベルト１０７の表面から二次転写残トナ
ーを掻き取り、ベルトクリーニング容器１９２の内部に収容する。
【００２３】
　ドラムクリーニング容器１６２に収容された一次転写残トナーは、ドラムクリーニング
容器１６２の内部に配置された図示しない搬送手段によって搬送される。そして、この一
次転写残トナーは、開口部であるドラムクリーニング容器排出口１６２ａから排出されて
、回収現像剤として後述する現像剤回収装置１に送られる。また、ベルトクリーニング容
器１９２に収容された二次転写残トナーは、ベルトクリーニング容器１９２の内部に配置
された図示しない搬送手段によって搬送される。そして、この二次転写残トナーは、開口
部であるベルトクリーニング容器排出口１９２ａから排出されて、回収現像剤として後述
する現像剤回収装置１に送られる。
【００２４】
　本実施例では、各ステーションＳにおいて、感光ドラム１０１と、これに作用するプロ
セス手段としての帯電装置１０２、現像装置１０４及びドラムクリーニング装置１０６と
は、一体的にプロセスカートリッジ１１７を構成している。プロセスカートリッジ１１７
は、画像形成装置１００の前側に引き出して装置本体１１０に対して着脱可能なように構
成されている。各色用のプロセスカートリッジ１１７は、現像装置１０４に収容されるト
ナーの色が異なることを除いて実質的に同一の構造とされている。
【００２５】
　また、本実施例では、中間転写ベルト１０７、中間転写ベルト１０７の張架ローラ１７
１～１７３、各一次転写ローラ１０５、及びベルトクリーニング装置１０９などは、一体
的にユニット化されて中間転写ユニット１７０を構成している。中間転写ユニット１７０
は、画像形成装置１００の右側から引き出して装置本体１１０に対して着脱可能なように
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構成されている。
【００２６】
　また、画像形成装置１００には、各現像装置１０４Ｙ、１０４Ｍ、１０４Ｃ、１０４Ｋ
に補給する現像剤（補給現像剤）を収容する補給現像剤容器としてのトナーカートリッジ
１１６Ｙ、１１６Ｍ、１１６Ｃ、１１６Ｋが設けられている。トナーカートリッジ１１６
は、画像形成装置１００の前側に引き出して装置本体１１０に対して着脱可能なように構
成されている。各色用のトナーカートリッジ１１６は、収容されるトナーの色が異なるこ
とを除いて実質的に同一の構造とされている。トナーカートリッジ１１６は、補給現像剤
を収容する補給現像剤収容部１１６ａと、補給現像剤収容部１１６ａの内部の補給現像剤
を現像装置１０４へと補給する補給手段としての補給部材である補給スクリュー１１６ｂ
と、を有する。
【００２７】
　ここで、本実施例では、現像装置１０４は、現像剤として、トナー（非磁性トナー粒子
）と、キャリア（磁性キャリア粒子）と、を含む二成分現像剤を用いる。図２に示すよう
に、現像装置１０４は、現像剤担持体としての回転可能な現像スリーブ１４１と、現像剤
を収容する現像容器１４２と、を有する。現像装置１０４は、現像スリーブ１４１上にト
ナーとキャリアとを備える現像剤を担持して、現像スリーブ１４１の回転によって感光ド
ラム１０１と現像スリーブ１４１とが対向する現像位置に現像剤を搬送する。現像装置１
０４は、現像位置で現像剤のトナーを感光ドラム１０１上の静電像に供給することで、感
光ドラム１０１上にトナー像を形成する。また、現像容器１４２の内部に配置された図示
しない攪拌搬送手段によって、現像容器１４２の内部に収容された現像剤と、トナーカー
トリッジ１１６から補給された補給現像剤と、が攪拌されながら循環搬送される。本実施
例では、トナーカートリッジ１１６から現像装置１０４に補給される補給現像剤は、トナ
ーとキャリアとを含んでいる。そして、補給現像剤が補給されることで過剰になった現像
容器１４２の内部の現像剤（トナーとキャリアとを含んでいてよい。）は、現像容器１４
２の内部での現像剤の循環搬送に伴い、開口部である現像容器排出口１４２ａから排出さ
れて、回収現像剤として後述する現像剤回収装置１に送られる。
【００２８】
　本実施例では、各ステーションＳ、中間転写ユニット１７０、二次転写ローラ１０８、
及び定着装置１１３によって、現像剤を用いて記録材Ｐに画像を形成する機構部である画
像形成部Ｇが構成される。なお、図２は、画像形成部Ｇ（各ステーションＳのドラムクリ
ーニング装置１０６及び現像装置１０４、並びにベルトクリーニング装置１０９）からの
回収現像剤の排出態様を示す模式図である。
【００２９】
　２．回収現像剤容器
　本実施例では、画像形成装置１００の装置本体１１０には、複数の回収現像剤容器（回
収容器）としての第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの２つの容器が着脱可能と
されている。本実施例では、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒは、装置本体１
１０の内部において、略水平方向に沿って左右に並んで配置される。特に、本実施例では
、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒは、実質的に同一の構造とされており、装
置本体１１０の内部において、上下方向に関して略同一の高さに並列に配置される。そし
て、画像形成部Ｇから後述する現像剤回収装置１に送られた回収現像剤は、第１、第２の
回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒのうちいずれか一方の容器に選択的に搬送されて蓄積され
る。本実施例では、前述のように、回収現像剤（廃トナー）は、画像形成部Ｇにおいて、
各ステーションＳのドラムクリーニング装置１０６及び現像装置１０４、並びにベルトク
リーニング装置１０９から排出される。また、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０
Ｒのうちいずれか一方の容器の内部が回収現像剤で満杯になった場合には、他方の容器に
回収現像剤の搬送先が切り替えられると共に、該一方の容器が空の容器に交換される。
【００３０】
　なお、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが略水平方向に沿って左右に並んで
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配置されるとは、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒ同士が上下方向に関して少
なくとも一部で重なるように配置されることを含むものである。
【００３１】
　第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒはそれぞれ、長手方向と短手方向とにそれ
ぞれ所定の長さを有し、厚さ方向に所定の厚さ（高さ）を有する、上記長手方向と略直交
する断面が略矩形の箱型の容器である。上記長手方向は、装置本体１１０の内部において
画像形成装置１００の前後方向に沿って配置される方向である。また、上記短手方向は、
装置本体１１０の内部において画像形成装置１００の左右方向に沿って配置される方向で
ある。また、上記厚さ方向は、装置本体１１０の内部において上下方向に沿って配置され
る方向である。第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒは、それぞれ内部に回収現像
剤を収容する中空の回収現像剤収容部１１Ｌ、１１Ｒ（図６、図７参照）が形成されてい
る。上述のように、本実施例では、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒは、実質
的に同一の構造を有しており、個々の容器は、装置本体１１０の内部において左側に装着
することも、右側に装着することもできる。本実施例では、第１の回収現像剤容器（第１
回収容器）１０Ｌが装置本体１１０の内部において左側に装着され、第２の回収現像剤容
器（第２回収容器）１０Ｒが装置本体１１０の内部において右側に装着されるものとする
。
【００３２】
　図３は、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの装着態様を説明するための画像
形成装置１００を斜め前側から見た概略外観斜視図である。図３（ａ）は、後述する容器
交換扉１１８が閉じられた状態、図３（ｂ）はこの容器交換扉１１８が開放されて第１、
第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの着脱が可能な状態を示している。画像形成装置１
１０の前側には、画像形成装置１００の外装カバーの一部を構成すると共に、第１、第２
の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの着脱を可能とする容器交換扉１１８が設けられている
。本実施例では、容器交換扉１１８は、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの両
方を着脱可能とする１つ（共通）の開閉部材で構成されている。本実施例では、容器交換
扉１１８は、前側から見て左右方向に長い略矩形形状を有する。また、本実施例では、容
器交換扉１１８は、該扉の下部で、上下方向と交差する左右方向（幅方向）に沿って伸び
る回転軸線を中心として回動可能に構成されている。そして、容器交換扉１１８は、操作
者の操作により、上下方向の下側において左右方向に沿って伸びる回転軸線を中心として
上側を回動させることで、開閉することができるようになっている。
【００３３】
　図３（ａ）に示すように、容器交換扉１１８は、閉じられた状態で、その下側に隣接し
て設けられたカセット１１１の前パネル１１１ａと左右方向及び上下方向の大きさが同等
とされる１つのパネル状の外観を呈する。そのため、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ
、１０Ｒの２つの容器を設けたことにより外観が煩雑となることが抑制されている。また
、１つの容器交換扉１１８を開閉することで、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０
Ｒのいずれの着脱も行うことができる。そのため、複数の回収現像剤容器のそれぞれに個
別に容器交換扉が設けた場合に生じ得る、操作者が誤った扉を開閉してしまうことによる
操作の無駄を抑制することができる。
【００３４】
　図３（ｂ）に示すように、容器交換扉１１８を開放することで、操作者は第１、第２の
回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒのいずれにもアクセスすることができる。装置本体１１０
には、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒがそれぞれ装着される第１、第２の容
器装着部１１９Ｌ、１１９Ｒが設けられている。第１、第２の容器装着部１１９Ｌ、１１
９Ｒは、それぞれ第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの下側を支持する、前後方
向に伸びる第１、第２の容器支持部１２０Ｌ、１２０Ｒを有する。第１、第２の容器装着
部１１９Ｌ、１１９Ｒは、例えば第１、第２の容器支持部１２０Ｌ、１２０Ｒがそれぞれ
第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒと係合するレール状構造（図示せず）を有す
る。これにより、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒを、前側から後側にスライ
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ド移動させて、装置本体１１０の内部における所定の位置に容易に配置することができる
。また、これにより、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒを、後側から前側にス
ライド移動させて、装置本体１１０の内部における所定の位置から引き出して装置本体１
１０から容易に取り外すことができる。
【００３５】
　また、図３（ｂ）に示すように、容器交換扉１１８を開放した状態で操作者が視認でき
るように、容器交換扉１１８の内側の面には、識別表示（識別表示部）１２１Ｌ、１２１
Ｒが設けられている。識別表示１２１Ｌ、１２１Ｒは、左右方向に関して第１、第２の回
収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒのそれぞれに対応する位置に設けられている。本実施例では
、各識別表示１２１Ｌ、１２１Ｒは、それぞれ左右方向に関して第１、第２の容器装着部
１１９Ｌ、１１９Ｒと少なくとも一部が重なる範囲における、各装着部の前側の隣接する
位置の容器交換扉１１８の内側の面に設けられている。本実施例では、左側の第１の識別
表示（第１マーク）１２１Ｌは、第１の回収現像剤容器１０Ｌを識別するための、第１識
別情報として例えば「容器１」（あるいは「左容器」）などの文字が記載されたシールで
構成されている。また、本実施例では、右側の第２の識別表示（第２マーク）１２１Ｒは
、第２の回収現像剤容器１０Ｒを識別するための、第２識別情報として例えば「容器２」
（あるいは「右容器」）などの文字が記載されたシールで構成されている。この識別表示
１２１Ｌ、１２１Ｒは、後述するように画像形成装置１００の操作部１３０（図１１）な
どにおいていずれかの回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの交換を促す表示が行われた際に、
対応する方の容器を容易に認識できるようにするためのものである。なお、本実施例では
、容器交換扉１１８の内側の面に識別表示１２１Ｌ、１２１Ｒを設けたが、これに限定さ
れるものではない。識別表示１２１Ｌ、１２１Ｒは、例えば、第１、第２の容器装着部１
１９Ｌ、１１９Ｒのそれぞれに隣接するパネルの前面に、第１、第２の回収現像剤容器１
０Ｌ、１０Ｒのそれぞれに対応させて設けてもよい。
【００３６】
　３．現像剤回収装置の構成
　次に、本実施例における現像剤回収装置（搬送装置）１の構成について説明する。
【００３７】
　＜全体構成＞
　図４は、本実施例の現像剤回収装置１を前側から見た正面図である。図５は、本実施例
の現像剤回収装置１を斜め前側から見た斜視図である。図４、図５では、主に現像剤回収
装置１における回収現像剤搬送経路２が示されており、現像剤回収装置１に接続された第
１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒも示されている。
【００３８】
　本実施例では、現像剤回収装置１の回収現像剤搬送経路２は、大別して、上流搬送部３
と、下流搬送部４と、を有する。上流搬送部３は、画像形成部Ｇ（各ステーションＳのド
ラムクリーニング装置１０６及び現像装置１０４、並びにベルトクリーニング装置１０９
）から排出された回収現像剤を受け取る。下流搬送部４は、上流搬送部３からの回収現像
剤を受け取り、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒへと回収現像剤を搬送する。
【００３９】
　＜上流搬送部＞
　図４、図５を参照して、上流搬送部３は、第１～第５の排出パイプ３１～３５と、メイ
ン排出パイプ３６と、を有する。第１～第５の排出パイプ３１～３５及びメイン排出パイ
プ３６は、装置本体１１０の内部の後側端部近傍に配置されている。
【００４０】
　本実施例では、第１～第５の排出パイプ３１～３５は、それぞれ略重力方向に沿って上
下に伸びる中空の管状部材である。第１の排出パイプ３１には、ベルトクリーニング容器
排出口１９２ａ（図２）と接続される開口部である第１の排出受入口３１ａと、イエロー
用の現像容器排出口１４２ａ（図２）と接続される開口部である第２の排出受入口３１ｂ
と、が形成されている。第２の排出パイプ３２には、イエロー用のドラムクリーニング容
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器排出口１６２ａ（図２）と接続される第１の排出受入口３２ａと、マゼンタ用の現像容
器排出口１４２ａ（図２）と接続される開口部である第２の排出受入口３２ｂと、が形成
されている。第３の排出パイプ３３には、マゼンタ用のドラムクリーニング容器排出口１
６２ａ（図２）と接続される第１の排出受入口３３ａと、シアン用の現像容器排出口１４
２ａ（図２）と接続される開口部である第２の排出受入口３３ｂと、が形成されている。
第４の排出パイプ３４には、シアン用のドラムクリーニング容器排出口１６２ａ（図２）
と接続される第１の排出受入口３４ａと、ブラック用の現像容器排出口１４２ａ（図２）
と接続される開口部である第２の排出受入口３４ｂと、が形成されている。また、第５の
排出パイプ３４には、ブラック用のドラムクリーニング容器排出口１６２ａ（図２）と接
続される排出受入口３５ａが形成されている。そして、第１～第５の排出パイプ３１～３
５の下側の端部は、それぞれメイン排出パイプ３６に接続され、第１～第５の排出パイプ
３１～３５の内部とメイン排出パイプ３６の内部とがそれぞれ回収現像剤の受け渡しが可
能なように連通している。
【００４１】
　本実施例では、メイン排出パイプ３６は、略水平方向に沿って左右に伸びる中空の管状
部材である。特に、本実施例では、メイン排出パイプ３６は、その伸長方向（軸線方向）
と略直交する断面が略円形の円管で構成されている。メイン排出パイプ３６の上側の側部
に第１～第５の排出パイプ３１～３５がそれぞれ接続され、メイン排出パイプ３６の内部
と第１～第５の排出パイプ３１～３５の内部とがそれぞれ回収現像剤の受け渡しが可能な
ように連通している。メイン排出パイプ３６の内部（中空部）には、排出搬送部材として
の排出スクリュー３７が配置されている。本実施例では、排出スクリュー３７は、メイン
排出パイプ３６の伸長方向（略水平方向）に沿って左右に伸びる回転軸線を中心として回
転可能な無軸スクリューコンベア（スプリングオーガ）で構成されている。排出スクリュ
ー３７は、メイン排出パイプ３６の内部の回収現像剤を攪拌しながら搬送する。また、メ
イン排出パイプ３６の伸長方向に関する両端部の間に位置するメイン排出パイプ３６の下
側の側部に、メイン排出口３６ａが形成されている。このメイン排出口３６ａは、メイン
排出パイプ３６から回収現像剤を重力により落下させて排出して下流搬送部４に受け渡す
ための開口部である。なお、本実施例では、メイン排出口３６ａは、画像形成装置１００
の前後方向と略直交する断面における水平方向に関して、次のような位置に形成されてい
る。つまり、メイン排出口３６ａは、該方向に関して、後述する下流搬送部４の横パイプ
４２に設けられた第１、第２の横パイプ排出口４２ｂ、４２ｃの間に位置するようにメイ
ン排出パイプ３６の下側の側部に形成されている。
【００４２】
　第１～第５の排出パイプ３１～３５に送られた回収現像剤は、第１～第５の排出パイプ
３１～３５の内部（中空部）を重力により落下してメイン排出パイプ３６へと移動する。
メイン排出パイプ３６に落下した回収現像剤は、排出スクリュー３７によってメイン排出
口３６ａへと搬送される。本実施例では、排出スクリュー３７は、その回転軸線方向に関
して、メイン排出口３６ａに対応する位置を境に左側の第１の部分３７ａと右側の第２の
部分３７ｂとで巻き方向が異なる螺旋形状を有する。また、排出スクリュー３７は、装置
本体１１０に設けられた図示しない駆動源（排出スクリュー駆動部）から駆動伝達部材（
単数又は複数のギアなど）１２５を介して回転駆動力が伝達されて所定の方向に回転駆動
される。これにより、第１、第２の排出パイプ３１、３２からメイン排出パイプ３６に送
られた回収現像剤は、排出スクリュー３７の第１の部分３７ａによって左側から右側に向
かう方向に搬送されて、メイン排出口３６ａに送られる。一方、第３～第５の排出パイプ
３３～３５からメイン排出パイプ３６に送られた回収現像剤は、排出スクリュー３７の第
２の部分３７ｂによって右側から左側に向かう方向に搬送されて、メイン排出口３６ａに
送られる。メイン排出口３６ａへと搬送された回収現像剤は、メイン排出口３６ａから重
力により落下して後述する下流搬送部４の縦パイプ４１へと移動する。
【００４３】
　＜下流搬送部＞
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　図４、図５を参照して、下流搬送部４は、縦パイプ４１と、横パイプ４２と、第１、第
２の回収パイプ４４Ｌ、４４Ｒと、を有する。縦パイプ４１及び横パイプ４２は、装置本
体１１０の内部の後側端部近傍に配置されている。第１、第２の回収パイプ４４Ｌ、４４
Ｒは、それぞれ装置本体１１０の内部に配置された第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、
１０Ｒの上方において後側から前側へと伸びて配置されている。
【００４４】
　現像剤回収装置１は、画像形成部Ｇから排出された回収現像剤を重力方向の上方から下
方に導く管状の縦搬送部としての縦パイプ４１を有している。本実施例では、縦パイプ４
１は、略重力方向に沿って上下に伸びる中空の管状部材である。なお、縦パイプ４１は、
重力方向に対して傾斜していてもよい。また、本実施例では、縦パイプ４１内を回収現像
剤は重力により落下して移動するが、縦パイプ４１内に回収現像剤を搬送する搬送部材が
設けられていてもよい。縦パイプ４１の上側の端部に、上流搬送部３のメイン排出パイプ
３６が接続されている。そして、縦パイプ４１の上側の端部には、メイン排出パイプ３６
のメイン排出口３６ａに対応する位置に、メイン排出口３６ａから排出された回収現像剤
を縦パイプ４１に受け入れるための開口部である縦パイプ受入口４１ａが形成されている
。これにより、メイン排出口３６ａ及び縦パイプ受入口４１ａを介して、メイン排出パイ
プ３６の内部と縦パイプ４１の内部とが連通している。また、縦パイプ４１の下側の端部
には、縦パイプ４１から回収現像剤を重力により落下させて排出して横パイプ４２に受け
渡すための開口部である縦パイプ排出口４１ｂが形成されている。なお、本実施例では、
縦パイプ受入口４１ａ、縦パイプ排出口４１ｂは、それぞれ画像形成装置１００の前後方
向と略直交する断面における水平方向に関して、次のような位置に形成されている。つま
り、縦パイプ受入口４１ａ、縦パイプ排出口４１ｂは、それぞれ該方向に関して、後述す
る横パイプ４２に設けられた第１、第２の横パイプ排出口４２ｂ、４２ｃの間に位置する
ように縦パイプ４１に形成されている。
【００４５】
　現像剤回収装置１は、縦パイプ４１の内部を通って搬送された回収現像剤を重力方向と
交差する方向に沿って第１の回収現像剤容器１０Ｌ及び第２の回収現像剤容器１０Ｒに向
けて導くことが可能な管状の横搬送部としての横パイプ４２を有している。本実施例では
、横パイプ４２は、略水平方向に沿って左右に伸びる中空の管状部材である。なお、横パ
イプ４２は、水平方向に対して傾斜していてもよい。特に、本実施例では、横パイプ４２
は、その伸長方向（軸線方向）と略直交する断面が略円形の円管で構成されている。横パ
イプ４２の伸長方向に関する両端部の間の横パイプ４２の上側の側部に、縦パイプ４１が
接続されている。そして、横パイプ４２の上側の側部には、縦パイプ４１の縦パイプ排出
口４１ｂに対応する位置に、縦パイプ排出口４１ｂから排出された回収現像剤を横パイプ
４２に受け入れるための開口部である横パイプ受入口４２ａが形成されている。これによ
り、縦パイプ排出口４１ｂ及び横パイプ受入口４２ａを介して、縦パイプ４１の内部と横
パイプ４２の内部とが連通している。また、横パイプ４２の伸長方向に関する両端部側に
それぞれ位置する横パイプ４２の下側の側部に、それぞれ第１、第２の横パイプ排出口４
２ｂ、４２ｃが形成されている。この第１、第２の横パイプ排出口４２ｂ、４２ｃは、そ
れぞれ横パイプ４２から回収現像剤を重力により落下させて排出して第１、第２の回収パ
イプ４４Ｌ、４４Ｒに受け渡すための開口部である。第１の横パイプ排出口４２ｂは、横
パイプ４２の左側の端部（第１の端部）の近傍に形成され、第２の横パイプ排出口４２ｃ
は、横パイプ４２の右側の端部（第２の端部）の近傍に形成されている。ここで、上記横
パイプ受入口４２ａは、画像形成装置１００の前後方向と略直交する断面における水平方
向に関して、第１、第２の横パイプ排出口４２ｂ、４２ｃの間に位置するように横パイプ
４２に形成されている。このように、横パイプ４２は、横パイプ４２の伸長方向に関する
第１の端部側に設けられ第１の回収現像剤容器１０Ｌに向けて横パイプ４２から回収現像
剤を排出する第１の横パイプ排出口４２ｂを備えている。また、横パイプ４２は、横パイ
プ４２の伸長方向に関する第１の端部とは反対の第２の端部側に設けられ第２の回収現像
剤容器１０Ｒに向けて横パイプ４２から回収現像剤を排出する第２の横パイプ排出口４２
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ｃを備えている。また、横パイプ４２は、横パイプ４２の伸長方向に関する第１の横パイ
プ排出口４２ｂと第２の横パイプ排出口４２ｃとの間に設けられ縦パイプ４１からの回収
現像剤を横パイプ４２に受け入れる横パイプ受入口４２ａを備えている。
【００４６】
　横パイプ４２の内部（中空部）には、搬送部材としての搬送スクリュー４３が配置され
ている。本実施例では、搬送スクリュー４３は、横パイプ４２の伸長方向（略水平方向）
に沿って左右に伸びる回転軸線を中心として回転可能な無軸スクリューコンベア（スプリ
ングオーガ）で構成されている。本実施例では、搬送スクリュー４３は、巻き方向が一方
向の螺旋形状を有する。搬送スクリュー４３は、横パイプ４２の内部の回収現像剤を攪拌
しながら搬送する。搬送スクリュー４３は、駆動部５から回転駆動力が伝達されて回転駆
動される。本実施例では、駆動部５は、駆動源としての駆動モータ５１と、駆動モータ５
１からの駆動力を搬送スクリュー４３に伝達する駆動列（単数又は複数のギアなど）５２
と、を有して構成される。本実施例では、駆動モータ５１は、横パイプ４２の右側の側部
に配置されており、駆動列５２は、搬送スクリュー４３の右側の端部に接続されている。
駆動部５の駆動モータ５１は、正逆双方向に回転可能である。これにより、駆動部５は、
搬送スクリュー４３を、第１の方向と、第１の方向とは反対の第２の方向と、に回転駆動
することが可能である。上述のように、搬送スクリュー４３は、巻き方向が一方向の螺旋
形状を有しており、第１の方向に回転することで、横パイプ４２の内部の回収現像剤を右
側の端部（第２の端部）側から左側の端部（第１の端部）側に向けて搬送する。また、搬
送スクリュー４３は、第２の方向に回転することで、横パイプ４２の内部の回収現像剤を
左側の端部（第１の端部）側から右側の端部（第２の端部）側に向けて搬送する。このよ
うに、現像剤回収装置１は、横パイプ４２の内部の回収現像剤を搬送する搬送スクリュー
４３を有している。搬送スクリュー４３は、次のように回収現像剤の搬送を行う巻き方向
の螺旋形状部を備えている。つまり、搬送スクリュー４３は、横パイプ４２の伸長方向に
沿う回転軸線を中心として第１の方向に回転することで回収現像剤を該回転軸線に沿って
第２の端部側から第１の端部側に向かう方向に搬送する。また、この搬送スクリュー４３
は、該回転軸線を中心として第１の方向とは反対の第２の方向に回転することで回収現像
剤を該回転軸線に沿って第１の端部側から第２の端部側に向かう方向に搬送する。また、
現像剤回収装置１は、搬送スクリュー４３を第１の方向及び第２の方向に回転駆動するこ
とが可能な駆動部５を有している。
【００４７】
　現像剤回収装置１は、第１の横パイプ排出口４２ｂから排出された回収現像剤を第１の
回収現像剤容器１０Ｌに向けて導く管状の第１の回収搬送部としての第１の回収パイプ４
４Ｌを有している。なお、第１の回収パイプ４４Ｌは、水平方向に対して傾斜していても
よい。本実施例では、第１の回収パイプ４４Ｌは、略水平方向に沿って前後に伸びる中空
の管状部材である。特に、本実施例では、第１の回収パイプ４４Ｌは、その伸長方向（軸
線方向）と略直交する断面が略円形の円管で構成されている。第１の回収パイプ４４Ｌの
伸長方向に関する後側の端部に位置する第１の回収パイプ４４Ｌの上側の側部に、横パイ
プ４２が接続されている。そして、第１の回収パイプ４４Ｌの上側の側部には、横パイプ
４２の第１の横パイプ排出口４２ｂに対応する位置に、第１の回収受入口４４ａＬが形成
されている。この第１の回収受入口４４ａＬは、第１の横パイプ排出口４２ｂから排出さ
れた回収現像剤を第１の回収パイプ４４Ｌに受け入れるための開口部である。これにより
、第１の横パイプ排出口４２ｂ及び第１の回収受入口４４ａＬを介して、横パイプ４２の
内部と第１の回収パイプ４４Ｌの内部とが連通している。また、第１の回収パイプ４４Ｌ
の伸長方向に関する前側の端部に位置する第１の回収パイプ４４Ｌの下側の側部に、第１
の回収排出口４４ｂＬが形成されている。この第１の回収排出口４４ｂＬは、第１の回収
パイプ４４Ｌから回収現像剤を重力により落下させて排出して第１の回収現像剤容器１０
Ｌに受け渡すための開口部である。このように、第１の回収パイプ４４Ｌは、第１の回収
パイプ４４Ｌの伸長方向に関する一方の端部側に設けられ第１の横パイプ排出口４２ｂか
ら排出された回収現像剤を第１の回収パイプ４４Ｌに受け入れる第１の回収受入口４４ａ
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Ｌを備えている。また、第１の回収パイプ４４Ｌは、第１の回収パイプ４４Ｌの伸長方向
に関する他方の端部側に設けられ第１の回収現像剤容器１０Ｌに向けて第１の回収パイプ
４４Ｌから回収現像剤を排出する第１の回収排出口４４ｂＬを備えている。
【００４８】
　第１の回収パイプ４４Ｌの内部（中空部）には、第１の回収搬送部材としての第１の回
収スクリュー４５Ｌが配置されている。本実施例では、第１の回収スクリュー４５Ｌは、
第１の回収パイプ４４Ｌの伸長方向（略水平方向）に沿って前後に伸びる回転軸線を中心
として回転可能な無軸スクリューコンベア（スプリングオーガ）で構成されている。本実
施例では、第１の回収スクリュー４５Ｌは、巻き方向が一方向の螺旋形状を有する。第１
の回収スクリュー４５Ｌは、第１の回収パイプ４４Ｌの内部の回収現像剤を攪拌しながら
搬送する。図７は、図４のＹ－Ｙ線断面図である。図７に示すように、第１の回収スクリ
ュー４５Ｌは、第１の回収駆動部６Ｌから回転駆動力が伝達されて回転駆動される。本実
施例では、第１の回収駆動部６Ｌは、駆動源としての第１の回収駆動モータ６１Ｌと、第
１の回収駆動モータ６１Ｌからの駆動力を第１の回収スクリュー４５Ｌに伝達する第１の
回収駆動列（単数又は複数のギアなど）６２Ｌと、を有して構成される。本実施例では、
第１の回収駆動源６１Ｌは、第１の回収パイプ４４Ｌの後側の端部近傍の下方に配置され
ており、第１の回収駆動列６２Ｌは、第１の回収スクリュー４５Ｌの後側の端部に接続さ
れている。第１の回収駆動部６Ｌの第１の回収駆動モータ６１Ｌは、所定の方向に回転す
る。これにより、第１の回収駆動部６Ｌは、第１の回収スクリュー４５Ｌを所定の方向に
回転駆動する。上述のように、第１の回収スクリュー４５Ｌは、巻き方向が一方向の螺旋
形状を有しており、上記所定の方向に回転することで、第１の回収パイプ４４Ｌの内部の
回収現像剤を後側の端部側から前側の端部側に向けて搬送する。このように、現像剤回収
装置１は、第１の回収パイプ４４Ｌの内部の回収現像剤を搬送する第１の回収スクリュー
４５Ｌを有している。第１の回収スクリュー４５Ｌは、次のように回収現像剤の搬送を行
う巻き方向の螺旋形状部を備えている。つまり、第１の回収スクリュー４５Ｌは、第１の
回収パイプ４４Ｌの伸長方向に沿う回転軸線を中心として所定の方向に回転することで回
収現像剤を該回転軸線に沿って第１の回収パイプ４４Ｌの一方の端部側（後側の端部側）
から他方の端部側（前側の端部側）に向かう方向に搬送する。また、本実施例では、現像
剤回収装置１は、第１の回収スクリュー４５Ｌを回転駆動する第１の回収駆動部６Ｌを有
している。
【００４９】
　更に、現像剤回収装置１は、第２の横パイプ排出口４２ｃから排出された回収現像剤を
第２の回収現像剤容器１０Ｒに向けて導く管状の第２の回収搬送部としての第２の回収パ
イプ４４Ｒを有している。本実施例では、第２の回収パイプ４４Ｒは、略水平方向に沿っ
て前後に伸びる中空の管状部材である。なお、第２の回収パイプ４４Ｒは、水平方向に対
して傾斜していてもよい。特に、本実施例では、第２の回収パイプ４４Ｒは、その伸長方
向（軸線方向）と略直交する断面が略円形の円管で構成されている。第２の回収パイプ４
４Ｒの伸長方向に関する後側の端部に位置する第２の回収パイプ４４Ｒの上側の側部に、
横パイプ４２が接続されている。そして、第２の回収パイプ４４Ｒの上側の側部には、横
パイプ４２の第２の横パイプ排出口４２ｃに対応する位置に、第２の回収受入口４４ａＲ
が形成されている。この第２の回収受入口４４ａＲは、第２の横パイプ排出口４２ｃから
排出された回収現像剤を第２の回収パイプ４４Ｒに受け入れるための開口部である。これ
により、第２の横パイプ排出口４２ｃ及び第２の回収受入口４４ａＲを介して、横パイプ
４２の内部と第２の回収パイプ４４Ｒの内部とが連通している。また、第２の回収パイプ
４４Ｒの伸長方向に関する前側の端部に位置する第２の回収パイプ４４Ｒの下側の側部に
、第２の回収排出口４４ｂＲが形成されている。この第２の回収排出口４４ｂＲは、第２
の回収パイプ４４Ｒから回収現像剤を重力により落下させて排出して第２の回収現像剤容
器１０Ｒに受け渡すための開口部である。このように、第２の回収パイプ４４Ｒは、第２
の回収パイプ４４Ｒの伸長方向に関する一方の端部側に設けられ第２の横パイプ排出口４
２ｃから排出された回収現像剤を第２の回収パイプ４４Ｒに受け入れる第２の回収受入口
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４４ａＲを備えている。また、第２の回収パイプ４４Ｒは、第２の回収パイプ４４Ｒの伸
長方向に関する他方の端部側に設けられ第２の回収現像剤容器１０Ｒに向けて第２の回収
パイプ４４Ｒから回収現像剤を排出する第２の回収排出口４４ｂＲを備えている。
【００５０】
　第２の回収パイプ４４Ｒの内部（中空部）には、第２の回収搬送部材としての第２の回
収スクリュー４５Ｒが配置されている。本実施例では、第２の回収スクリュー４５Ｒは、
第２の回収パイプ４４Ｒの伸長方向（略水平方向）に沿って前後に伸びる回転軸線を中心
として回転可能な無軸スクリューコンベア（スプリングオーガ）で構成されている。本実
施例では、第２の回収スクリュー４５Ｒは、巻き方向が一方向の螺旋形状を有する。第２
の回収スクリュー４５Ｒは、第２の回収パイプ４４Ｒの内部の回収現像剤を攪拌しながら
搬送する。図６は、図４のＸ－Ｘ線断面図である。図６に示すように、第２の回収スクリ
ュー４５Ｒは、第２の回収駆動部６Ｒから回転駆動力が伝達されて回転駆動される。本実
施例では、第２の回収駆動部６Ｒは、駆動源としての第２の回収駆動モータ６１Ｒと、第
２の回収駆動モータ６１Ｒからの駆動力を第２の回収スクリュー４５Ｒに伝達する第２の
回収駆動列（単数又は複数のギアなど）６２Ｒと、を有して構成される。本実施例では、
第２の回収駆動源６１Ｒは、第２の回収パイプ４４Ｒの後側の端部近傍の下方に配置され
ており、第２の回収駆動列６２Ｒは、第２の回収スクリュー４５Ｒの後側の端部に接続さ
れている。第２の回収駆動部６Ｒの第２の回収駆動モータ６１Ｒは、所定の方向に回転す
る。これにより、第２の回収駆動部６Ｒは、第２の回収スクリュー４５Ｒを所定の方向に
回転駆動する。上述のように、第２の回収スクリュー４５Ｒは、巻き方向が一方向の螺旋
形状を有しており、上記所定の方向に回転することで、第２の回収パイプ４４Ｒの内部の
回収現像剤を後側の端部側から前側の端部側に向けて搬送する。このように、現像剤回収
装置１は、第２の回収パイプ４４Ｒの内部の回収現像剤を搬送する第２の回収スクリュー
４５Ｒを有している。第２の回収スクリュー４５Ｒは、次のように回収現像剤の搬送を行
う巻き方向の螺旋形状部を備えている。つまり、第２の回収スクリュー４５Ｒは、第２の
回収パイプ４４Ｒの伸長方向に沿う回転軸線を中心として所定の方向に回転することで回
収現像剤を該回転軸線に沿って第２の回収パイプ４４Ｒの一方の端部側（後側の端部側）
から他方の端部側（前側の端部側）に向かう方向に搬送する。また、本実施例では、現像
剤回収装置１は、第２の回収スクリュー４５Ｒを回転駆動する第２の回収駆動部６Ｒを有
している。
【００５１】
　なお、第１、第２の回収パイプ４４Ｌ、４４Ｒが設けられておらず、例えば横パイプ４
２から直接第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒに回収現像剤が送られるようにな
っていてもよい。第１、第２の回収パイプ４４Ｌ、４４Ｒが設けられている場合、これら
は横パイプ４２から第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの間において回収現像剤
を所定量保持することが可能なバッファとして機能することができる。例えば、第１、第
２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの両方が満杯となった場合でも、ジョブの残りの画像
形成枚数が所定値より少ない場合などには、このバッファとして機能する分までは画像形
成を継続することができる。そして、ジョブが終了した後に第１、第２の回収現像剤容器
１０Ｌ、１０Ｒの交換を促すことなどが可能となる。
【００５２】
　ここで、本実施例では、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒは、装置本体１１
０の内部における所定の位置に配置された状態で前側の端部に位置する上側の側部に、そ
れぞれ第１、第２の容器受入口１２Ｌ、１２Ｒを有する。この第１、第２の容器受入口１
２Ｌ、１２Ｒは、それぞれ第１、第２の回収排出口４４ｂＬ、４４ｂＲから排出された回
収現像剤を第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒに受け入れるための開口部である
。第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが装置本体１１０の内部における所定の位
置に装着されると、第１、第２の容器受入口１２Ｌ、１２Ｒがそれぞれ第１、第２の回収
排出口４４ｂＬ、４４ｂＲに対応する位置に配置される。これにより、第１、第２の回収
パイプ４４Ｌ、４４Ｒの内部と第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの内部とが連
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通する。なお、本実施例では、第１、第２の回収パイプ４４Ｌ、４４Ｒの前側の端部には
、それぞれ第１、第２の回収排出口４４ｂＬ、４４ｂＲの開閉状態を切り替える第１、第
２のシャッタ部材４６Ｌ、４６Ｒが設けられている。この第１、第２のシャッタ部材４６
Ｌ、４６Ｒは、それぞれ前後方向にスライド移動可能なように第１、第２の回収パイプ４
４Ｌ、４４Ｒに設けられており、後側から前側に向かう方向に付勢手段としてのシャッタ
押圧バネ（図示せず）によって付勢されている。そして、第１、第２の回収現像剤容器１
０Ｌ、１０Ｒが装置本体１１０の内部における所定の位置に装着される直前に、第１、第
２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒに設けられた係合部（図示せず）が第１、第２のシャ
ッタ部材４６Ｌ、４６Ｒに係合する。そして、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０
Ｒが更に装置本体１１０の内部における所定の位置まで挿入されることで、第１、第２の
シャッタ部材４６Ｌ、４６Ｒが上記シャッタ押圧バネの付勢力に抗して後側に移動させら
れて開放される。つまり、このとき第１、第２のシャッタ部材４６Ｌ、４６Ｒは、それぞ
れ第１、第２の回収排出口４４ｂＬ、４４ｂＲを開放する開位置に配置される。第１、第
２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが装置本体１１０の内部における所定の位置から取り
外される際には、上記の動作と逆の動作で、第１、第２のシャッタ部材４６Ｌ、４６Ｒは
上記シャッタ押圧バネの付勢力により閉鎖される。つまり、このとき第１、第２のシャッ
タ部材４６Ｌ、４６Ｒは、それぞれ第１、第２の回収排出口４４ｂＬ、４４ｂＲを閉鎖す
る閉位置に配置される。なお、シャッタ部材は回収現像剤容器の移動により連動して開閉
するものに限定されず、例えば適宜のアクチュエータにより開閉するものであってもよい
。更に、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒにも、例えば上記装着動作、取り外
し動作に連動して第１、第２の容器受入口１２Ｌ、１２Ｒを開閉するシャッタ部材が設け
られていてよい。
【００５３】
　また、本実施例では、図６、図７に示すように、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、
１０Ｒの内部には、回収現像剤収容部１１Ｌ、１１Ｒに収容された回収現像剤を搬送する
容器搬送部材としての第１、第２の容器スクリュー１３Ｌ、１３Ｒが設けられている。本
実施例では、第１、第２の容器スクリュー１３Ｌ、１３Ｒは、第１、第２の回収現像剤容
器１０Ｌ、１０Ｒが装置本体１１０の内部における所定の位置に配置された状態で前側か
ら後側に向けて回収現像剤を搬送するように構成されている。本実施例では、第１、第２
の容器スクリュー１３Ｌ、１３Ｒは、回転軸部と、該回転軸部の周りに螺旋状に形成され
たスクリュー羽根部と、を有する。また、第１、第２の容器スクリュー１３Ｌ、１３Ｒの
上記回転軸部の後側の端部に、それぞれ駆動受け部が設けられている。そして、第１、第
２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが装置本体１１０の内部における所定の位置に装着さ
れると、上記駆動受け部が、それぞれ装置本体１１０側に設けられた第１、第２のカップ
リング６３Ｌ、６３Ｒに接続される。本実施例では、この第１、第２のカップリング６３
Ｌ、６３Ｒは、それぞれ前述の第１、第２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒから回転駆動力が伝達
されて回転する。これにより、本実施例では、第１、第２の容器スクリュー１３Ｌ、１３
Ｒは、それぞれ前述の第１、第２の回収スクリュー４５Ｌ、４５Ｒと連動して回転して第
１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの内部の回収現像剤を搬送する。
【００５４】
　なお、第１、第２のカップリング６３Ｌ、６３Ｒは、図８に示すように、それぞれ後述
する第１、第２の容器対向部１２２Ｌ、１２２Ｒから露出するように設けられている。
【００５５】
　このように、現像剤回収装置１は、駆動可能に設けられ、画像形成部Ｇから排出された
回収現像剤を第１の回収現像剤容器１０Ｌ又は第２の回収現像剤容器１０Ｒに選択的に搬
送可能な搬送部を有する。本実施例では、この搬送部は、縦搬送パイプ４１、横搬送パイ
プ４２、搬送スクリュー４３、第１、第２の回収パイプ４４Ｌ、４４Ｒ、第１、第２の回
収スクリュー４５Ｌ、４５Ｒなどによって構成される。
【００５６】
　＜容器センサなど＞
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　図８には、装置本体１１０の第１、第２の容器装着部１１９Ｌ、１１９Ｒ（図３（ｂ）
）の後側の端部における、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒに対向する第１、
第２の容器対向部１２２Ｌ、１２２Ｒが示されている。
【００５７】
　本実施例では、第１、第２の容器対向部１２２Ｌ、１２２Ｒに、それぞれ第１、第２の
回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの有無（着脱状態）を検知するための容器検知手段として
第１、第２の容器センサ７Ｌ、７Ｒが設けられている。本実施例では、第１、第２の容器
センサ７Ｌ、７Ｒは、押圧又は押圧の解除の状態により後述する制御部１５０（図１１）
に出力する信号が変化するメカニカルスイッチで構成されている。制御部１５０は、第１
、第２の容器センサ７Ｌ、７Ｒの検知結果に基づいて、駆動部５を制御することができる
。第１の容器センサ７Ｌは、第１の回収現像剤容器１０Ｌが装置本体１１０の内部におけ
る所定の位置、すなわち、第１の回収排出口４４ｂＬと第１の容器受入口１２Ｌとが連通
する位置に配置されると、第１の回収現像剤容器１０Ｌにより押圧される。これにより、
制御部１５０は、第１の回収現像剤容器１０Ｌが上記所定の位置に配置されたことを検知
することができる。また、第１の容器センサ７Ｌは、第１の回収現像剤容器１０Ｌが上記
所定の位置から移動される（取り外される）と、第１の回収現像剤容器１０Ｌによる押圧
が解除される。これにより、制御部１５０は、第１の回収現像剤容器１０Ｌが上記所定の
位置から移動されたことを検知することができる。同様に、第２の容器センサ７Ｒの信号
により、制御部１５０は、第２の回収現像剤容器１０Ｒが上記所定の位置に配置されたこ
と、あるいは第２の回収現像剤容器１０Ｒが上記所定の位置から移動されたことを検知す
ることができる。なお、容器検知手段はメカニカルスイッチに限定されるものではなく、
例えば光学式センサなどで構成されていてもよい。
【００５８】
　また、本実施例では、第１、第２の容器対向部１２２Ｌ、１２２Ｒに、それぞれ第１、
第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが回収現像剤で満杯になったか否かを検知するため
の回収現像剤検知手段として第１、第２の満杯センサ８Ｌ、８Ｒが設けられている。本実
施例では、第１、第２の満杯センサ８Ｌ、８Ｒは、検知光の透過又は非透過の状態により
後述する制御部１５０（図１１）に出力する信号が変化する光学センサで構成されている
。制御部１５０は、第１、第２の満杯センサ８Ｌ、８Ｒの検知結果に基づいて、駆動部５
を制御することができる。本実施例では、第１、第２の満杯センサ８Ｌ、８Ｒは、検知光
を出射する投光部と、検知光から出射された検知光を受光可能な受光部と、を有する。第
１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが装置本体１１０の内部における所定の位置に
配置されると、これら各容器に設けられた上記検知光を透過可能な検知窓部（図示せず）
が上記投光部と受光部との間に配置される。この検知窓部の内側には、第１、第２の回収
現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの内部に予め設定された満杯状態に対応する所定の量の回収現
像剤が収容された際に回収現像剤が入るようになっている。そのため、第１、第２の回収
現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが回収現像剤で満杯になった場合に、それぞれ第１、第２の満
杯センサ８Ｌ、８Ｒの検知光が上記検知窓の内側の回収現像剤で遮られる。これにより、
制御部１５０は、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが回収現像剤で満杯になっ
たことを検知することができる。なお、回収現像剤検知手段は、光学センサに限定される
ものではなく、例えば重量センサなどで構成されていてもよい。
【００５９】
　さらに、本実施例では、第１、第２の容器対向部１２２Ｌ、１２２Ｒには、第１、第２
の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが不用意に取り外し方向に移動しないようにする抜け止
め手段としての第１、第２の係止部材９Ｌ、９Ｒが設けられている。第１、第２の係止部
材９Ｌ、９Ｒは、それぞれ第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが装置本体１１０
の内部における所定の位置に装着された際に、これら各容器に設けられた係合部に係合す
る。この第１、第２の係止部材９Ｌ、９Ｒと第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒ
との係合は、主に前述のシャッタ押圧バネの付勢力により不用意に第１、第２の回収現像
剤容器１０Ｌ、１０Ｒが移動してしまうことを防止するためのものである。したがって、
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この係合は、操作者が第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒを取り外すために移動
させる力で容易に解除できるようになっている。
【００６０】
　４．制御態様
　４－１．構成
　図１１は、本実施例の画像形成装置１００の要部の制御態様を示す概略ブロック図であ
る。本実施例では、画像形成装置１００の装置本体１１０に制御部１５０が設けられてい
る。制御部１５０は、演算処理を行う中心的素子である演算制御手段としてのＣＰＵ１５
１、記憶手段としてのＲＡＭ、ＲＯＭなどのメモリ（記憶媒体）１５２、制御部１５０と
各部との信号の入出力を制御する入出力回路（図示せず）などを有して構成される。書き
換え可能なメモリであるＲＡＭには、制御部１５０に入力された情報、検知された情報、
演算結果などが格納され、ＲＯＭには制御プログラム、予め求められたデータテーブルな
どが格納されている。ＣＰＵ１５１とＲＡＭやＲＯＭなどのメモリ１５２とは互いにデー
タの転送や読込みが可能となっている。
【００６１】
　制御部１５０には、画像形成部Ｇの各部が接続されている。また、制御部１５０には現
像剤回収装置１の駆動部５、第１、第２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒ、第１、第２の容器セン
サ７Ｌ、７Ｒ、第１、第２の満杯センサ８Ｌ、８Ｒなどが接続されている。また、制御部
１５０には、画像形成装置１００に設けられた操作部（操作パネル）１３０が接続されて
いる。操作部１３０は、制御部１５０の制御によって情報を表示する表示手段としての液
晶パネルなどの表示部（画像表示部）、情報を音声で発する音声出力部、及びユーザやサ
ービス担当者などの操作者による操作によって制御部１５０に情報を入力する入力手段と
してのキーなどの入力部を有する。操作部１３０は、表示部及び入力部の機能を有するタ
ッチパネルを有して構成されていてよい。また、制御部１５０には、画像形成装置１００
に設けられるか又は画像形成装置１００に接続された画像読取装置（図示せず）や、画像
形成装置１００に接続されたパーソナルコンピュータなどの外部装置が接続されていてよ
い。
【００６２】
　制御部１５０は、画像形成装置１００の操作部１３０や外部装置からの指示及び画像情
報に基づいて画像形成部Ｇの各部を統括的に制御して、画像形成動作を実行させることが
できる。また、制御部１５０は、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒへの回収現
像剤の搬送動作、各容器の交換、及び装着を促す動作などを実行するように、現像剤回収
装置１の各部を統括的に制御可能である。制御部１５０は、現像剤回収装置１の一部を構
成するものとみなすこともできる。
【００６３】
　４－２．報知動作
　各回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの交換及び装着を誘引する報知動作について説明する
。ここでは、報知装置としての操作部１３０による、表示若しくは音声、又はその両方を
用いた報知と、報知装置としての発光部による報知と、について説明する。
【００６４】
　＜操作部による報知（表示・音声）＞
　図２１は、画像形成装置１００の操作部１３０の正面図である。操作部１３０は、制御
部１５０の指示に基づき画像を表示する画像表示部１３１、制御部１５０の指示に基づき
音声を発する音声出力部１３２を備えている。
【００６５】
　制御部１５０は、第１の回収現像剤容器１０Ｌが取り外されたことを検知した場合には
、操作部１３０により、音声若しくは画像表示、又はその両方を用いて、ユーザ（操作者
）に第１の回収現像剤容器１０Ｌを第１の容器装着部１１９Ｌへと装着することを促す。
制御部１５０は、画像表示部１３１により、装着すべき回収現像剤容器（未装着である回
収現像剤容器）に対応する前述の識別表示（ここでは、第１の識別表示１２１Ｌ）を用い
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て、未装着である回収現像剤容器（ここでは、第１の回収現像剤容器１０Ｌ）の装着をユ
ーザに促す。例えば、「左容器（容器１）を装着して下さい」と表示する。これと同様の
内容の音声を音声出力部１３２により発生することもできる。これにより、装着すべき回
収現像剤容器の位置をユーザに報知する。なお、上述の報知に代えて、又はこれと併用し
て、画像表示部１３１により、動画にて装着すべき回収現像剤容器（ここでは、第１の回
収現像剤容器１０Ｌ）の位置と装着動作を映してもよい。
【００６６】
　一方、制御部１５０は、第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り外されたことを検知した場
合には、操作部１３０により、音声若しくは画像表示、又はその両方を用いて、ユーザに
第２の回収現像剤容器１０Ｒを第２の容器装着部１１９Ｒへと装着することを促す。制御
部１５０は、画像表示部１３１により、装着すべき回収現像剤容器（未装着である回収現
像剤容器）に対応する前述の識別表示（ここでは、第２の識別表示１２１Ｒ）を用いて、
未装着である回収現像剤容器（ここでは、第２の回収現像剤容器１０Ｒ）の装着をユーザ
に促す。例えば、「右容器（容器２）を装着して下さい」と表示する。これと同様の内容
の音声を音声出力部１３２により発生することもできる。これにより、装着すべき回収現
像剤容器の位置をユーザに報知する。なお、上述の報知に代えて、又はこれと併用して、
画像表示部１３１により、動画にて装着すべき回収現像剤容器（ここでは、第２の回収現
像剤容器１０Ｒ）の位置と装着動作を映してもよい。
【００６７】
　また、制御部１５０は、第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯であることを検知した場合
には、操作部１３０により、第１の回収現像剤容器１０Ｌの交換を、音声若しくは画像表
示、又はその両方を用いてユーザに促す。制御部１５０は、画像表示部１３１により、交
換すべき回収現像剤容器（満杯である回収現像剤容器）に対応する前述の識別表示（ここ
では、第１の識別表示１２１Ｌ）を用いて、その回収現像剤容器の交換をユーザに促す。
例えば、「左容器（容器１）を交換して下さい」と表示する。これと同様の内容の音声を
音声出力部１３２により発生することもできる。これにより、交換すべき回収現像剤容器
の位置をユーザに報知する。なお、上述の報知に代えて、又はこれと併用して、画像表示
部１３１により、動画にて交換すべき回収現像剤容器１０Ｌの位置と装着動作を映しても
よい。こうすることで、交換対象以外の容器の誤った取り外しを防ぐことができる。
【００６８】
　一方、制御部１５０は、第２の回収現像剤１０Ｒが満杯であることを検知した場合には
、操作部１３０により、第２の回収現像剤容器１０Ｒの交換を、音声若しくは画像表示、
又はその両方を用いてユーザに促す。制御部１５０は、画像表示部１３１により、交換す
べき回収現像剤容器（満杯である回収現像剤容器）に対応する前述の識別表示（ここでは
、第２の識別表示１２１Ｒ）を用いて、その回収現像剤容器の交換をユーザに促す。例え
ば、「右容器（容器２）を交換して下さい」と表示する。これと同様の内容の音声を音声
出力部１３２により発生することもできる。これにより、交換すべき回収現像剤容器の位
置をユーザに報知する。なお、上述の報知に代えて、又はこれと併用して、画像表示部１
３１により、動画にて交換すべき第２の回収現像剤容器１０Ｒの位置と装着動作を映して
もよい。こうすることで、交換対象以外の容器の誤った取り外しを防ぐことができる。
【００６９】
　＜発光部表示による報知＞
　図２２は、画像形成装置１００の第１、第２の容器装着部１１９Ｌ、１１９Ｒの周辺を
前側から見た正面図である。画像形成装置１００は、第１の回収現像剤容器１０Ｌ及び第
２の回収現像剤容器１０Ｒにそれぞれ付随（対応）した位置に、第１の発光部９５Ｌ及び
第２の発光部９５Ｒを備えている。本例では、第１、第２の発光部９５Ｌ、９５Ｒは、そ
れぞれ左右方向に関して第１、第２の容器装着部１１９Ｌ、１１９Ｒと少なくとも一部が
重なる範囲における、各装着部の上側の隣接する位置の前側を向いたパネル１２３に設け
られている。
【００７０】
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　制御部１５０は、第１の回収現像剤容器１０Ｌが取り外されたことを検知した場合には
、第１の発光部９５Ｌを発光させて、ユーザに第１の回収現像剤容器１０Ｌを第１の容器
装着部１１９Ｌへと装着することを促す。このとき、第２の発光部９５Ｒは発光しない。
一方、制御部１５０は、第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り外されたことを検知した場合
には、第２の発光部９５Ｒを発光させて、ユーザに第２の回収現像剤容器１０Ｒを第２の
容器装着部１１９Ｒへと装着することを促す。このとき、第１の発光部９５Ｌは発光しな
い。
【００７１】
　また、制御部１５０は、第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯であることを検知した場合
には、第１の回収現像剤容器１０Ｌの交換を、第１の発光部９５Ｌを発光させてユーザに
促す。このとき、第２の発光部９５Ｒは発光しない。一方、制御部１５０は、第２の回収
現像剤容器１０Ｒが満杯であることを検知した場合には、第２の回収現像剤容器１０Ｒの
交換を、第２の発光部９５Ｒを発光させてユーザに促す。このとき、第１の発光部９５Ｌ
は発光しない。
【００７２】
　なお、本実施例では、発光部９５Ｌ、９５Ｒ及び操作部１３０による報知について説明
したが、いずれか一方で報知する構成であってもよい。また、本実施例では、画像形成装
置１００は、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒを交換するための交換扉１１８
は、共通の扉とされている。これに対し、画像形成装置１００が各回収現像剤容器に対応
して複数の交換扉を有する場合は、交換（装着）すべき容器に対応する交換扉を自動的に
開くことで、ユーザに交換すべき回収現像剤容器の位置を知らせてもよい。
【００７３】
　５．現像剤回収装置の動作
　次に、本実施例の現像剤回収装置１による第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒ
への回収現像剤の搬送動作について説明する。ここでは、第１、第２の回収現像剤容器１
０Ｌ、１０Ｒのそれぞれに回収現像剤を搬送する際の現像剤回収装置１の動作について説
明する。回収現像剤の搬送先の切り替えを含む現像剤回収装置１の動作シーケンスの具体
例については後述する。
【００７４】
　表１は、本実施例における第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒのそれぞれへの
回収現像剤の搬送動作における駆動部５、第１、第２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒの動作状態
をまとめたものである。この動作は、制御部１５０がメモリ１５２に格納されたプログラ
ムに従って駆動部５、第１、第２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒを制御することで実行する。
【００７５】
【表１】

【００７６】
　＜第１の回収現像剤容器１０Ｌへの搬送動作＞
　図９は、左側の第１の回収現像剤容器１０Ｌに回収現像剤を搬送する場合の回収現像剤
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の流れを示している。現像剤回収装置１は、前述のようにして画像形成部Ｇからの回収現
像剤を、上流搬送部３を介して下流搬送部４に送る。下流搬送部４に送られた回収現像剤
は、縦パイプ４１内を通って横パイプ４２内に移動する。第１の回収現像剤容器１０Ｌに
回収現像剤を搬送する際には、駆動部５の駆動モータ５１は正回転動作をし、横パイプ４
２内の搬送スクリュー４３は駆動部５から駆動力が伝達されて第１の方向に回転する。こ
れにより、搬送スクリュー４３は、横パイプ４２内の回収現像剤を右側から左側に向かう
方向に搬送する。このとき、駆動部５の駆動モータ５１の正回転動作に連動して、第１の
回収駆動部６Ｌの第１の回収駆動モータ６１Ｌ（図７）が回転動作をすると共に、第２の
回収駆動部６Ｒの第２の回収駆動モータ６１Ｒ（図６）は停止した状態になっている。
【００７７】
　これにより、搬送スクリュー４３によって横パイプ４２内を搬送されて第１の回収パイ
プ４４Ｌに送られた回収現像剤は、第１の回収スクリュー４５Ｌによって第１の回収パイ
プ４４Ｌ内を搬送されて第１の回収現像剤容器１０Ｌに送られる。一方、縦パイプ４１か
ら横パイプ４２に送られた回収現像剤は横パイプ４２内で左側から右側に向かう方向に搬
送されることはない。また、第２の回収パイプ４４Ｒ内を回収現像剤が搬送されることも
ない。
【００７８】
　そのため、画像形成装置１の動作中（画像形成中）に現像剤回収装置１が第１の回収現
像剤容器１０Ｌに回収現像剤を搬送している際に第２の回収現像剤容器１０Ｒを交換する
ために装置本体１１０から取り外しても、第２の回収現像剤容器１０Ｒの周辺から回収現
像剤が装置本体１１０内に漏れたり飛散したりすることを抑制することができる。つまり
、本実施例によれば、第１の回収現像剤容器１０Ｌに回収現像剤を搬送している際には、
画像形成部Ｇから送られる回収現像剤が第２の回収現像剤容器１０Ｒに向かう搬送経路を
通過することがない。そのため、第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り外された場合でも、
第２の回収現像剤容器１０Ｒに向かう搬送経路からの回収現像剤の漏れや飛散のリスクを
低減することができる。
【００７９】
　なお、本実施例では第２の回収パイプ４４Ｒには第２のシャッタ部材４６Ｒが設けられ
ているが、上述のような回収現像剤の漏れや飛散のリスクの低減効果によって、このシャ
ッタ部材の省略や、その構成の簡略化を図ることも可能である。
【００８０】
　＜第２の回収現像剤容器１０Ｒへの搬送動作＞
　図１０は、右側の第２の回収現像剤容器１０Ｒに回収現像剤を搬送する場合の回収現像
剤の流れを示している。現像剤回収装置１は、前述のようにして画像形成部Ｇからの回収
現像剤を、上流搬送部３を介して下流搬送部４に送る。下流搬送部４に送られた回収現像
剤は、縦パイプ４１内を通って横パイプ４２内に移動する。第２の回収現像剤容器１０Ｒ
に回収現像剤を搬送する際には、駆動部５の駆動モータ５１は逆回転動作をし、横パイプ
４２内の搬送スクリュー４３は駆動部５から駆動力が伝達されて第２の方向に回転する。
これにより、搬送スクリュー４３は、横パイプ４２内の回収現像剤を左側から右側に向か
う方向に搬送する。このとき、駆動部５の駆動モータ５１の逆回転動作に連動して、第２
の回収駆動部６Ｒの第２の回収駆動モータ６１Ｒ（図６）が回転動作をすると共に、第１
の回収駆動部６Ｌの第１の回収駆動モータ６１Ｌ（図７）は停止した状態になっている。
【００８１】
　これにより、搬送スクリュー４３によって横パイプ４２内を搬送されて第２の回収パイ
プ４４Ｒに送られた回収現像剤は、第２の回収スクリュー４５Ｒによって第２の回収パイ
プ４４Ｒ内を搬送されて第２の回収現像剤容器１０Ｒに送られる。一方、縦パイプ４１か
ら横パイプ４２に送られた回収現像剤は横パイプ４２内で右側から左側に向かう方向に搬
送されることはない。また、第１の回収パイプ４４Ｌ内を回収現像剤が搬送されることも
ない。
【００８２】
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　そのため、画像形成装置１の動作中（画像形成中）に現像剤回収装置１が第２の回収現
像剤容器１０Ｒに回収現像剤を搬送している際に第１の回収現像剤容器１０Ｌを交換する
ために装置本体１１０から取り外しても、第１の回収現像剤容器１０Ｌの周辺から回収現
像剤が装置本体１１０内に漏れたり飛散したりすることを抑制することができる。つまり
、本実施例によれば、第２の回収現像剤容器１０Ｒに回収現像剤を搬送している際には、
画像形成部Ｇから送られる回収現像剤が第１の回収現像剤容器１０Ｌに向かう搬送経路を
通過することがない。そのため、第１の回収現像剤容器１０Ｌが取り外された場合でも、
第１の回収現像剤容器１０Ｌに向かう搬送経路からの回収現像剤の漏れや飛散のリスクを
低減することができる。
【００８３】
　なお、本実施例では第１の回収パイプ４４Ｌには第１のシャッタ部材４６Ｌが設けられ
ているが、上記第２のシャッタ部材４６Ｒの場合と同様、このシャッタ部材の省略や、そ
の構成の簡略化を図ることも可能である。
【００８４】
　このように、現像剤回収装置１は、駆動部５、第１の回収駆動部６Ｌ及び第２の回収駆
動部６Ｒを制御する制御部１５０を有する。そして、制御部１５０は、駆動部５により搬
送スクリュー４３を第１の方向に回転駆動する際には、第１の回収駆動部６Ｌにより第１
の回収スクリュー４５Ｌを回転駆動すると共に第２の回収駆動部６Ｒによる第２の回収ス
クリュー４５Ｒの回転駆動を停止するように制御を行う。また、制御部１５０は、駆動部
５により搬送スクリュー４３を第２の方向に回転駆動する際には、第１の回収駆動部６Ｌ
による第１の回収スクリュー４５Ｌの回転駆動を停止すると共に第２の回収駆動部６Ｒに
より第２の回収スクリュー４５Ｒを回転駆動するように制御を行う。
【００８５】
　６．現像剤回収装置の基本的な動作シーケンス
　次に、本実施例の現像剤回収装置１における回収現像剤の搬送先の切り替えを含む現像
剤回収装置１の基本的な動作シーケンスの具体例について説明する。図１２は、該動作シ
ーケンスの手順の概略を示すフローチャート図である。ここでは、簡単のため、第１、第
２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが装置本体１１０の内部における所定の位置に配置さ
れている状態を前提として、連続画像形成のジョブの実行中に回収現像剤の搬送先を切り
替える動作について説明する。なお、ジョブとは、１つの開始指示により開始される単数
又は複数の記録材Ｐに画像を形成して出力する一連の動作である。また、以下では説明を
省略しているが、制御部１５０は駆動部５の動作の制御と連動して前述のような第１、第
２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒの動作の制御も行う（表１参照）。また、以下では説明を省略
しているが、上流搬送部３の排出スクリュー３７は、画像形成動作中は継続して回転駆動
され、画像形成動作が終了（あるいは中断）されると停止される。
【００８６】
　制御部１５０は、ジョブが入力されて画像形成動作を開始すると（Ｓ１０１）、メモリ
１５２に記憶されている情報に基づいて、現在の回収現像剤の搬送先が第１の回収現像剤
容器１０Ｌであるか否かを判断する（Ｓ１０２）。なお、制御部１５０は、回収現像剤の
搬送先を切り替えるごとに、現在の回収現像剤の搬送先に関する情報をメモリ１５２に記
憶させる。制御部１５０は、Ｓ１０２で現在の回収現像剤の搬送先が第１の回収現像剤容
器１０Ｌではない（「Ｎｏ」）と判断した場合は、Ｓ１１２の処理に進む。また、制御部
１５０は、Ｓ１０２で現在の回収現像剤の搬送先が第１の回収現像剤容器１０Ｌである（
「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、駆動部５の駆動モータ５１を正回転動作させる（Ｓ１０
３）。次に、制御部１５０は、第１の満杯センサ８Ｌからの信号に基づいて、第１の回収
現像剤容器１０Ｌが満杯か否か（第１の満杯センサ８Ｌの信号がＯＮか否か）を判断する
（Ｓ１０４）。制御部１５０は、Ｓ１０４で満杯ではない（「Ｎｏ」）と判断した場合は
、画像形成動作を継続する（Ｓ１０５）。次に、制御部１５０は、ジョブの未出力の画像
があるか否かを判断する（Ｓ１０６）。そして、制御部１５０は、Ｓ１０６で未出力の画
像がある（「Ｙｅｓ」）と判断した場合はＳ１０４の処理に戻り、Ｓ１０６で未出力の画
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像がない（「Ｎｏ」）と判断した場合は駆動部５の駆動モータ５１を停止する（Ｓ１０７
）。また、制御部１５０は、画像形成動作を終了してジョブを終了する（Ｓ１０８）。ま
た、制御部１５０は、Ｓ１０４で満杯である（「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、第２の満
杯センサ８Ｒからの信号に基づいて、第２の回収現像剤容器１０Ｒが満杯か否か（第２の
満杯センサ８Ｒの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ１０９）。制御部１５０は、Ｓ１０
９で満杯である（「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、駆動部５の駆動モータ５１を停止する
（Ｓ１１０）。また、制御部１５０は、画像形成動作を中断する（Ｓ１１１）。Ｓ１１１
において、制御部１５０は、操作部１３０（あるいは外部装置の表示部など）において、
第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの両方が満杯であることを報知するための表
示などを行うことができる。
【００８７】
　一方、制御部１５０は、Ｓ１０９で第２の回収現像剤容器１０Ｒが満杯ではない（「Ｎ
ｏ」）と判断した場合は、駆動部５の駆動モータ５１の回転方向を切り替えて逆回転動作
させる（Ｓ１１２）。これにより、回収現像剤の搬送先を第１の回収現像剤容器１０Ｌか
ら第２の回収現像剤容器１０Ｒに切り替える。なお、制御部５０は、Ｓ１０２で現在の回
収現像剤の搬送先が第１の回収現像剤容器１０Ｌではない（「Ｎｏ」）と判断した場合も
、駆動部５の駆動モータ５１を逆回転動作させる（Ｓ１１２）。次に、制御部１５０は、
第２の満杯センサ８Ｒからの信号に基づいて、第２の回収現像剤容器１０Ｌが満杯か否か
（第２の満杯センサ８Ｒの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ１１３）。制御部１５０は
、Ｓ１１３で満杯ではない（「Ｎｏ」）と判断した場合は、画像形成動作を継続する（Ｓ
１１４）。次に、制御部１５０は、ジョブの未出力の画像があるか否かを判断する（Ｓ１
１５）。そして、制御部１５０は、Ｓ１１５で未出力の画像がある（「Ｙｅｓ」）と判断
した場合はＳ１１３の処理に戻り、Ｓ１１５で未出力の画像がない（「Ｎｏ」）と判断し
た場合は駆動部５の駆動モータ５１を停止する（Ｓ１１６）。また、制御部１５０は、画
像形成動作を終了してジョブを終了する（Ｓ１１７）。また、制御部１５０は、Ｓ１１３
で満杯である（「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、第１の満杯センサ８Ｌからの信号に基づ
いて、第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯か否か（第１の満杯センサ８Ｌの信号がＯＮか
否か）を判断する（Ｓ１１８）。制御部１５０は、Ｓ１１８で満杯ではない（「Ｎｏ」）
と判断した場合は、Ｓ１０３の処理に進む。つまり、制御部５０は、駆動部５の駆動モー
タ５１の回転方向を切り替えて正回転動作させ、回収現像剤の搬送先を第２の回収現像剤
容器１０Ｒから第１の回収現像剤容器１０Ｌに切り替える。また、制御部１５０は、Ｓ１
１８で満杯である（「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、駆動部５の駆動モータ５１を停止す
る（Ｓ１１９）。また、制御部１５０は、画像形成動作を中断する（Ｓ１２０）。Ｓ１２
０において、制御部１５０は、操作部１３０（あるいは外部装置の表示部など）において
、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの両方が満杯であることを報知するための
表示などを行うことができる。
【００８８】
　また、Ｓ１１２、Ｓ１０３で駆動部５の駆動モータ５１の回転方向を切り替えて回収現
像剤の搬送先の容器を切り替えた場合には、制御部１５０は、次のようにすることができ
る。つまり、操作部１３０（あるいは外部装置の表示部など）において、満杯になった方
の容器の交換が必要であることを報知する表示（交換を促す表示など）を行うことができ
る。このとき、その報知を画像形成動作中に直ちに行うのではなく、ジョブの終了後に行
ってもよい。また、ジョブの終了後に、現像剤回収装置１を満杯になった方の容器に向け
て回収現像剤を搬送するように動作させて、例えば満杯になった方の容器に対応する回収
パイプ４４内に残っている回収現像剤をその容器に搬送するようにしてもよい。これによ
り、その回収パイプ４４内での回収現像剤がその後放置されることで凝集（固着）などす
ることを抑制することができる。
【００８９】
　なお、ここでは簡単のため説明を省略したが、制御部１５０は、第１、第２の容器セン
サ７Ｌ、７Ｒからの信号に基づいて、画像形成動作や現像剤回収装置１の動作を制御する
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ことができる。例えば、制御部１５０は、ジョブの開始が指示された際に、第１、第２の
回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの両方が装着されていないと判断した場合には、画像形成
動作を開始しないように制御することができる。また、例えば、制御部５０は、第１、第
２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒのうち一方の容器の満杯が検知された際に、他方の容
器が装着されていないことが検知された場合には、画像形成動作を中断するように制御す
ることができる。これらいずれの場合も、対応する容器の装着を促す表示などを操作部１
３０（あるいは外部装置の表示部など）で行うことができる。一具体例について後述して
更に説明する。
【００９０】
　このように、本実施例では、第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒのうち一方の
容器が満杯になった場合に他方の容器に回収現像剤の搬送先を切り替えるようにして、第
１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒを交互に用いるようにする。これにより、画像
形成動作中に一方の容器が満杯となっても、画像形成動作を停止させることなくその容器
を交換することができる。そして、本実施例によれば、このように画像形成動作中に一方
の容器を交換する場合であっても、その容器の周辺から回収現像剤が装置本体１１０内に
漏れたり飛散したりすることを抑制することができる。
【００９１】
　７．回収現像剤が搬送されている回収現像剤容器が取り外された場合の動作
　次に、画像形成動作中に回収現像剤が搬送されている回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが
取り外された場合の本実施例の現像剤回収装置１の動作について説明する。ここでは、画
像形成動作中に現在の回収現像剤の搬送先である第１の回収現像剤容器１０Ｌ又は第２の
回収現像剤容器１０Ｒがそれぞれ取り外された場合の現像剤回収装置１の動作について説
明する。この動作は、制御部１５０がメモリ１５２に格納されたプログラムに従って駆動
部５、第１、第２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒを制御することで実行する。なお、画像形成動
作の継続や中断の処理を含む動作シーケンスの具体例については後述する。
【００９２】
　＜回収現像剤が搬送されている第１の回収現像剤容器１０Ｌが取り外された場合＞
　画像形成動作中に左側の第１の回収現像剤容器１０Ｌに回収現像剤が搬送されている場
合、駆動部５の駆動モータ５１は正回転動作している（図９、表１）。また、第１の回収
駆動部６Ｌの第１の回収駆動モータ６１Ｌは動作している（図９、表１）。また、第２の
回収駆動部６Ｒの第２の回収駆動モータ６１Ｒは停止している（図９、表１）。
【００９３】
　このとき、第１の回収現像剤容器１０Ｌが取り外されると、第１の容器センサ７Ｌによ
って該容器が取り外されたことが検知される。そして、駆動部５の駆動モータ５１の回転
動作が正回転動作から逆回転動作に切り替えられる。また、この駆動部５の駆動モータ５
１の回転動作の切り替えに連動して、第１の回収駆動部６Ｌの第１の回収駆動モータ６１
Ｌの動作が停止される。また、この駆動部５の駆動モータ５１の回転動作の切り替えに連
動して、第２の回収駆動部６Ｒの第２の回収駆動モータ６１Ｒの動作が開始される。また
、本実施例では、第１の回収現像剤容器１０Ｌが取り外されると、第１のシャッタ部材４
６Ｌが閉じられる。
【００９４】
　これにより、画像形成動作中に回収現像剤が搬送されている第１の回収現像剤容器１０
Ｌが取り外されたとしても、縦パイプ４１から横パイプ４２に送られた回収現像剤は横パ
イプ４２内で右側から左側に向かう方向に搬送されることはない。また、第１の回収パイ
プ４４Ｌ内を回収現像剤が搬送されることもない。そのため、画像形成動作を停止させな
くても、第１の回収排出口４４ｂＬから回収現像剤が装置本体１１０内に漏れたり飛散し
たりすることを抑制することができる。前述のように、画像形成動作中に回収現像剤が搬
送されている回収現像剤容器が取り外されることを阻止するために、容器ごとに係止手段
や扉を設けることが考えられる。本実施例によれば、これらの構成を設けることなく、簡
素な構成で、画像形成動作を停止させずに、第１の回収排出口４４ｂＬからの回収現像剤
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の漏れや飛散を抑制することができる。
【００９５】
　また、本実施例では、第１の回収現像剤容器１０Ｌが取り外されると、第１の回収排出
口４４ｂＬは第１のシャッタ部材４６Ｌによって封止される。そのため、第１の回収排出
口４４ｂＬから回収現像剤が漏れたり飛散したりすることを更に抑制することができる。
ただし、上述の回収現像剤の搬送方向の切り替えによる回収現像剤の漏れや飛散の抑制効
果によって、この第１のシャッタ部材４６Ｌの省略や、その構成の簡略化を図ることも可
能である。
【００９６】
　＜回収現像剤が搬送されている第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り外された場合＞
　画像形成動作中に右側の第２の回収現像剤容器１０Ｒに回収現像剤が搬送されている場
合、駆動部５の駆動モータ５１は逆回転動作している（図１０、表１）。また、第２の回
収駆動部６Ｒの第２回収駆動モータ６１Ｒは動作している（図１０、表１）。また、第１
の回収駆動部６Ｌの第１の回収駆動モータ６１Ｌは停止している（図１０、表１）。
【００９７】
　このとき、第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り外されると、第２の容器センサ７Ｒによ
って該容器が取り外されたことが検知される。そして、駆動部５の駆動モータ５１の回転
動作が逆回転動作から正回転動作に切り替えられる。また、この駆動部５の駆動モータ５
１の回転動作の切り替えに連動して、第２の回収駆動部６Ｒの第２の回収駆動モータ６１
Ｒの動作が停止される。また、この駆動部５の駆動モータ５１の回転動作の切り替えに連
動して、第１の回収駆動部６Ｌの第１の回収駆動モータ６１Ｌの動作が開始される。また
、本実施例では、第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り外されると、第２のシャッタ部材４
６Ｒが閉じられる。
【００９８】
　これにより、画像形成動作中に回収現像剤が搬送されている第２の回収現像剤容器１０
Ｒが取り外されたとしても、縦パイプ４１から横パイプ４２に送られた回収現像剤は横パ
イプ４２内で左側から右側に向かう方向に搬送されることはない。また、第２の回収パイ
プ４４Ｒ内を回収現像剤が搬送されることもない。そのため、画像形成動作を停止させな
くても、第２の回収排出口４４ｂＲから回収現像剤が装置本体１１０内に漏れたり飛散し
たりすることを抑制することができる。前述のように、画像形成動作中に回収現像剤が搬
送されている回収現像剤容器が取り外されることを阻止するために、容器ごとに係止手段
や扉を設けることが考えられる。本実施例によれば、これらの構成を設けることなく、簡
素な構成で、画像形成動作を停止させずに、第２の回収排出口４４ｂＲからの回収現像剤
の漏れや飛散を抑制することができる。
【００９９】
　また、本実施例では、第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り外されると、第２の回収排出
口４４ｂＲは第２のシャッタ部材４６Ｒによって封止される。そのため、第２の回収排出
口４４ｂＲから回収現像剤が漏れたり飛散したりすることを更に抑制することができる。
ただし、上述の回収現像剤の搬送方向の切り替えによる回収現像剤の漏れや飛散の抑制効
果によって、この第２のシャッタ部材４６Ｒの省略や、その構成の簡略化を図ることも可
能である。
【０１００】
　＜動作手順＞
　次に、画像形成動作中に回収現像剤が搬送されている回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが
取り外された場合の動作の一例について説明する。図１３は、この動作の手順の概略を示
すフローチャート図である。ここでは、画像形成動作中に回収現像剤が搬送されている回
収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが取り外されたことをトリガーとした回収現像剤の搬送方向
の切り替え動作に注目して説明する。なお、以下では説明を省略しているが、制御部１５
０は駆動部５の動作の制御と連動して前述のような第１、第２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒの
動作の制御も行う（表１参照）。また、以下では説明を省略しているが、上流搬送部３の
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排出スクリュー３７は、画像形成動作中は継続して回転駆動され、画像形成動作が終了（
あるいは中断）されると停止される。
【０１０１】
　制御部１５０は、画像形成動作中に、第１、第２の容器センサ７Ｌ、７Ｒのいずれかか
らの信号に基づいて、回収現像剤が搬送されている回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが取り
外されたことを検知する（Ｓ２０１）。すると、制御部１５０は、取り外された容器が第
１の回収現像剤容器１０Ｌであるか否かを判断する（Ｓ２０２）。制御部１５０は、Ｓ２
０２で取り外された容器は現在の回収現像剤の搬送先である第１の回収現像剤容器１０Ｌ
である（「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、次のようにする。つまり、第２の容器センサ７
Ｒからの信号に基づいて、第２の回収現像剤容器１０Ｒが装着されているか否か（第２の
容器センサ７Ｒの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ２０３）。制御部１５０は、Ｓ２０
３で第２の回収現像剤容器１０Ｒが装着されている（「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、次
のようにする。つまり、第２の満杯センサ８Ｒからの信号に基づいて、第２の回収現像剤
容器１０Ｒが満杯か否か（第２の満杯センサ８Ｒの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ２
０４）。制御部１５０は、Ｓ２０４で第２の回収現像剤容器１０Ｒが満杯ではない（「Ｎ
ｏ」）と判断した場合は、駆動部５の駆動モータ５１の回転方向を切り替えて逆回転動作
させる（Ｓ２０５）。そして、制御部１５０は、回収現像剤が搬送されている第１の回収
現像剤容器１０Ｌが取り外されたことによる回収現像剤の搬送方向の切り替え動作を終了
する（Ｓ２０６）。また、制御部１５０は、Ｓ２０３で第２の回収現像剤容器１０Ｒが装
着されていない（「Ｎｏ」）と判断した場合、又はＳ２０４で第２の回収現像剤容器１０
Ｒが満杯である（「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、駆動部５の駆動モータ５１を停止する
（Ｓ２０７）。また、制御部１５０は、画像形成動作を中断する（Ｓ２０８）。Ｓ２０８
において、制御部１５０は、操作部１３０（あるいは外部装置の表示部など）において、
回収現像剤を回収可能な第１の回収現像剤容器１０Ｌ又は第２の回収現像剤容器１０Ｒの
少なくとも一方の装着を促す表示などを行うことができる。
【０１０２】
　一方、制御部１５０は、Ｓ２０２で取り外された容器は現在の回収現像剤の搬送先であ
る第２の回収現像剤容器１０Ｒである（「Ｎｏ」）と判断した場合は、次のようにする。
つまり、第１の容器センサ７Ｌからの信号に基づいて、第１の回収現像剤容器１０Ｌが装
着されているか否か（第１の容器センサ７Ｌの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ２０９
）。制御部１５０は、Ｓ２０９で第１の回収現像剤容器１０Ｌが装着されている（「Ｙｅ
ｓ」）と判断した場合は、次にようにする。つまり、第１の満杯センサ８Ｌからの信号に
基づいて、第１の回収現像剤容器１０Ｒが満杯か否か（第１の満杯センサ８Ｌの信号がＯ
Ｎか否か）を判断する（Ｓ２１０）。制御部１５０は、Ｓ２１０で第１の回収現像剤容器
１０Ｌが満杯ではない（「Ｎｏ」）と判断した場合は、駆動部５の駆動モータ５１の回転
方向を切り替えて正回転動作させる（Ｓ２１１）。そして、制御部１５０は、回収現像剤
が搬送されている第２の回収現像剤容器１０Ｒが取り外されたことによる回収現像剤の搬
送方向の切り替え動作を終了する（Ｓ２１２）。また、制御部１５０は、Ｓ２０９で第１
の回収現像剤容器１０Ｌが装着されていない（「Ｎｏ」）と判断した場合、又はＳ２１０
で第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯である（「Ｙｅｓ」）と判断した場合は、駆動部５
の駆動モータ５１を停止する（Ｓ２１３）。また、制御部１５０は、画像形成動作を中断
する（Ｓ２１４）。Ｓ２１４において、制御部１５０は、操作部１３０（あるいは外部装
置の表示部など）において、回収現像剤を回収可能な第１の回収現像剤容器１０Ｌ又は第
２の回収現像剤容器１０Ｒの少なくとも一方の装着を促す表示などを行うことができる。
【０１０３】
　８．容器有無検知を含む現像剤回収装置の動作シーケンス
　次に、上述のような回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒが取り外されたことによる回収現像
剤の搬送方向の切り替え動作が組み込まれた、連続画像形成動作中の現像剤回収装置１の
動作シーケンスの具体例について説明する。図１４は、該動作シーケンスの手順の概略を
示すフローチャート図である。なお、以下では説明を省略しているが、制御部１５０は駆
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動部５の動作の制御と連動して前述のような第１、第２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒの動作の
制御も行う（表１参照）。また、以下では説明を省略しているが、上流搬送部３の排出ス
クリュー３７は、画像形成動作中は継続して回転駆動され、画像形成動作が終了（あるい
は中断）されると停止される。
【０１０４】
　図１４の手順において、図１２の手順と同様の処理については同一のステップ番号（Ｓ
１０１～Ｓ１２０）を付している。図１４の手順は、図１２の手順における処理（Ｓ１０
１～Ｓ１２０）に加えてＳ３０１～Ｓ３０４の処理を有する。ここでは、図１２を参照し
て説明した処理についての説明は適宜省略し、主に図１４の手順において追加された処理
について説明する。
【０１０５】
　制御部１５０は、Ｓ１０３で駆動部５の駆動モータ５１を正回転動作させる際に、第１
の容器センサ７Ｌからの信号に基づいて、第１の回収現像剤容器１０Ｌが装着されている
か否か（第１の容器センサ７Ｌの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ３０１）。この判断
は、駆動モータ５１の正回転動作の開始とほぼ同時に、あるいは駆動モータ５１を正回転
動作することを決定した後に実際に正回転動作を開始する前に行うことができる。制御部
１５０は、Ｓ３０１で第１の回収現像剤容器１０Ｌが装着されている（「Ｙｅｓ」）と判
断した場合は、Ｓ１０４の処理に進む。一方、制御部１５０は、Ｓ３０１で第１の回収現
像剤容器１０Ｌが装着されていない（「Ｎｏ」）と判断した場合は、次のようにする。つ
まり、第２の容器センサ７Ｒからの信号に基づいて、第２の回収現像剤容器１０Ｒが装着
されているか否か（第２の容器センサ７Ｒの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ３０２）
。制御部１５０は、Ｓ３０２で第２の回収現像剤容器１０Ｒが装着されている（「Ｙｅｓ
」）と判断した場合は、Ｓ１０９の処理に進む。つまり、この場合、前述のように、第２
の回収現像剤容器１０Ｒが満杯でない場合には回収現像剤の搬送先を第１の回収現像剤容
器１０Ｌから第２の回収現像剤１０Ｒに切り替えることになる。一方、制御部１５０は、
Ｓ３０２で第２の回収現像剤容器１０Ｒが装着されていない（「Ｎｏ」）と判断した場合
は、Ｓ１１０の処理に進む。つまり、この場合、前述のように、画像形成動作を中断する
ことになる。なお、Ｓ１１１において、制御部１５０は、操作部１３０（あるいは外部装
置の表示部など）において、回収現像剤を回収可能な第１の回収現像剤容器１０Ｌ又は第
２の回収現像剤容器１０Ｒの少なくとも一方の装着を促す表示などを行うことができる。
【０１０６】
　また、制御部１５０は、Ｓ１１２で駆動部５の駆動モータ５１を逆回転動作させる際に
、第２の容器センサ７Ｒからの信号に基づいて、第２の回収現像剤容器１０Ｒが装着され
ているか否か（第２の容器センサ７Ｒの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ３０３）。こ
の判断は、駆動モータ５１の逆回転動作の開始とほぼ同時に、あるいは駆動モータ５１を
逆回転動作することを決定した後に実際に逆回転動作を開始する前に行うことができる。
制御部１５０は、Ｓ３０３で第２の回収現像剤容器１０Ｒが装着されている（「Ｙｅｓ」
）と判断した場合は、Ｓ１１３の処理に進む。一方、制御部１５０は、Ｓ３０３で第２の
回収現像剤容器１０Ｒが装着されていない（「Ｎｏ」）と判断した場合は、次のようにす
る。つまり、第１の容器センサ７Ｌからの信号に基づいて、第１の回収現像剤容器１０Ｌ
が装着されているか否か（第１の容器センサ７Ｌの信号がＯＮか否か）を判断する（Ｓ３
０４）。制御部１５０は、Ｓ３０４で第１の回収現像剤容器１０Ｌが装着されている（「
Ｙｅｓ」）と判断した場合は、Ｓ１１８の処理に進む。つまり、この場合、前述のように
、第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯でない場合には回収現像剤の搬送先を第２の回収現
像剤容器１０Ｒから第１の回収現像剤１０Ｌに切り替えることになる。一方、制御部１５
０は、Ｓ３０４で第１の回収現像剤容器１０Ｌが装着されていない（「Ｎｏ」）と判断し
た場合は、Ｓ１１９の処理に進む。つまり、この場合、前述のように、画像形成動作を中
断することになる。なお、Ｓ１２０において、制御部１５０は、操作部１３０（あるいは
外部装置の表示部など）において、回収現像剤を回収可能な第１の回収現像剤容器１０Ｌ
又は第２の回収現像剤容器１０Ｒの少なくとも一方の装着を促す表示などを行うことがで
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きる。
【０１０７】
　９．報知動作を含む現像剤回収装置の動作シーケンス
　次に、前述の報知動作を組み込んだ現像剤回収装置１の動作シーケンスのいくつかの例
について説明する。
【０１０８】
　図２３は、図１２の手順に報知動作の手順を組み込んだ現像剤回収装置１の動作シーケ
ンスの一例を示すフローチャート図である。図２３の手順において、図１２の手順と同様
の処理については同一のステップ番号（Ｓ１０１～Ｓ１２０）を付している。図２３の手
順は、図１２の手順における処理（Ｓ１０１～Ｓ１２０）に加えてＳ４０１～Ｓ４０４の
処理を有する。ここでは、図１２を参照して説明した処理についての説明は適宜省略し、
主に図２３の手順において追加された処理について説明する。
【０１０９】
　制御部１５０は、Ｓ１０４で第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯であると判断した場合
は、第１の回収現像剤容器１０Ｌの交換をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ４０１）。そ
して、制御部１５０は、Ｓ１０９の処理に進む。また、制御部１５０は、Ｓ１０９で第２
の回収現像剤容器１０Ｒが満杯であると判断した場合は、第２の回収現像剤容器１０Ｒの
交換をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ４０２）。そして、制御部１５０は、Ｓ１１０の
処理に進む。また、制御部１５０は、Ｓ１１３で第２の回収現像剤容器１０Ｒが満杯であ
ると判断した場合は、第２の回収現像剤容器１０Ｒの交換をユーザに促す報知動作を行う
（Ｓ４０３）。そして、制御部１５０は、Ｓ１１８の処理に進む。さらに、制御部１５０
は、Ｓ１１８で第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯であると判断した場合は、第１の回収
現像剤容器１０Ｌの交換をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ４０４）。そして、制御部１
５０は、Ｓ１１９の処理に進む。
【０１１０】
　図２４は、図１３の手順に報知動作の手順を組み込んだ現像剤回収装置１の動作シーケ
ンスの一例を示すフローチャート図である。図２４の手順において、図１３の手順と同様
の処理については同一のステップ番号（Ｓ２０１～Ｓ２１４）を付している。図２４の手
順は、図１３の手順における処理（Ｓ２０１～Ｓ２１４）に加えてＳ５０１～Ｓ５１０の
処理を有する。ここでは、図１３を参照して説明した処理についての説明は適宜省略し、
主に図２４の手順において追加された処理について説明する。
【０１１１】
　制御部１５０は、Ｓ２０２で取り外された容器が第１の回収現像剤容器１０Ｌであると
判断した場合は、第１の回収現像剤容器１０Ｌの装着をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ
５０１）。そして、制御部１５０は、Ｓ２０３の処理に進む。また、制御部１５０は、Ｓ
２０４で第２の回収現像剤容器１０Ｒが満杯であると判断した場合は、第２の回収現像剤
容器１０Ｒの交換をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ５０２）。そして、制御部１５０は
、駆動部５の駆動モータ５１を停止し（Ｓ５０３）、画像形成動作を中断する（Ｓ５０４
）。また、制御部１５０は、Ｓ２０３で第２の回収現像剤容器１０Ｒが装着されていない
と判断した場合は、第２の回収現像剤容器１０Ｒの装着をユーザに促す報知動作を行う（
Ｓ５０５）。そして、制御部１５０は、Ｓ２０７の処理に進む。また、制御部１５０は、
Ｓ２０２で取り外された容器が第２の回収現像剤容器１０Ｒであると判断した場合は、第
２の回収現像剤容器１０Ｒの装着をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ５０６）。そして、
制御部１５０は、Ｓ２０９の処理に進む。また、制御部１５０は、Ｓ２１０で第１の回収
現像剤容器１０Ｌが満杯であると判断した場合は、第１の回収現像剤容器１０Ｌの交換を
ユーザに促す報知動作を行う（Ｓ５０７）。そして、制御部１５０は、駆動部５の駆動モ
ータ５１を停止し（Ｓ５０８）、画像形成動作を中断する（Ｓ５０９）。さらに、制御部
１５０は、Ｓ２０９で第１の回収現像剤容器１０Ｌが装着されていないと判断した場合は
、第１の回収現像剤容器１０Ｌの装着をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ５１０）。そし
て、制御部１５０は、Ｓ２１３の処理に進む。
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【０１１２】
　図２５は、図１４の手順に報知動作の手順を組み込んだ現像剤回収装置１の動作シーケ
ンスの一例を示すフローチャート図である。図２５の手順において、図１４の手順と同様
の処理については同一のステップ番号（Ｓ１０１～Ｓ１２０、Ｓ３０１～Ｓ３０４）を付
している。図２５の手順は、図１４の手順における処理（Ｓ１０１～Ｓ１２０、Ｓ３０１
～Ｓ３０４）に加えてＳ６０１～Ｓ６１２の処理を有する。ここでは、図１４を参照して
説明した処理についての説明は適宜省略し、主に図２５の手順において追加された処理に
ついて説明する。
【０１１３】
　制御部１５０は、Ｓ３０１で第１の回収現像剤容器１０Ｌが装着されていないと判断し
た場合は、第１の回収現像剤容器１０Ｌの装着をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ６０１
）。そして、制御部１５０は、Ｓ３０２の処理に進む。また、制御部１５０は、Ｓ１０４
で第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯であると判断した場合は、第１の回収現像剤容器１
０Ｌの交換をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ６０２）。そして、制御部１５０は、Ｓ３
０２の処理に進む。また、制御部１５０は、Ｓ３０２で第２の回収現像剤容器１０Ｒが装
着されていないと判断した場合は、第２の回収現像剤容器１０Ｒの装着をユーザに促す報
知動作を行う（Ｓ６０３）。そして、制御部１５０は、駆動部５の駆動モータ５１を停止
し（Ｓ６０４）、画像形成動作を中断する（Ｓ６０５）。また、制御部１５０は、Ｓ１０
９で第２の回収現像剤容器１０Ｒが満杯であると判断した場合は、第２の回収現像剤容器
１０Ｒの交換をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ６０６）。そして、制御部１５０は、Ｓ
１１０の処理に進む。また、制御部１５０は、Ｓ３０３で第２の回収現像剤容器１０Ｒが
装着されていないと判断した場合は、第２の回収現像剤容器１０Ｒの装着をユーザに促す
報知動作を行う（Ｓ６０７）。そして、制御部１５０は、Ｓ３０４の処理に進む。また、
制御部１５０は、Ｓ１１３で第２の回収現像剤容器１０Ｒが満杯であると判断した場合は
、第２の回収現像剤容器１０Ｒの交換をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ６０８）。そし
て、制御部１５０は、Ｓ３０４の処理に進む。また、制御部１５０は、Ｓ３０４で第１の
回収現像剤容器１０Ｌが装着されていないと判断した場合は、第１の回収現像剤容器１０
Ｌの装着をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ６０９）。そして、制御部１５０は、駆動部
５の駆動モータ５１を停止し（Ｓ６１０）、画像形成動作を中断する（Ｓ６１１）。さら
に、制御部１５０は、Ｓ１１８で第１の回収現像剤容器１０Ｌが満杯であると判断した場
合は、第１の回収現像剤容器１０Ｌの交換をユーザに促す報知動作を行う（Ｓ６１２）。
そして、制御部１５０は、Ｓ１１９の処理に進む。
【０１１４】
　以上説明したように、本実施例によれば、装置の構成の簡素化や小型化に有利な構成で
、回収現像剤が搬送されている回収現像剤容器が取り外された場合の回収現像剤の漏れや
飛散を抑制することができる。
【０１１５】
　［実施例２］
　次に、本発明の他の実施例について説明する。本実施例の現像剤回収装置１及び画像形
成装置１００の基本的な構成は実施例１のものと同じである。本実施例の現像剤回収装置
１及び画像形成装置１００において、実施例１のものと同一又は対応する機能あるいは構
成を有する要素については、実施例１のものと同一の符号を付して、詳しい説明は省略す
る。
【０１１６】
　１．現像剤回収装置の構成
　実施例１では、現像剤回収装置１は、第１、第２の回収スクリュー４５Ｌ、４５Ｒがそ
れぞれ搬送スクリュー４３とは別の駆動部（駆動源）によって回転駆動される構成とされ
ていた。これに対して、本実施例では、第１、第２の回収スクリュー４５Ｌ、４５Ｒは、
搬送スクリュー４３に伝達された駆動力を伝達して回転駆動することができるようになっ
ている。



(32) JP 2021-170105 A 2021.10.28

10

20

30

40

50

【０１１７】
　図１５は、本実施例における現像剤回収装置１を斜め前から見た斜視図である（現像剤
回収装置１に接続された第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒも示されている。）
。また、図１６は、図４のＸ－Ｘ線と同様に切った図１５に示す本実施例の現像剤回収装
置１の断面図である。また、図１７は、図４のＹ－Ｙ線と同様に切った図１５に示す本実
施例の現像剤回収装置１の断面図である。また、図１８は、本実施例の現像剤回収装置１
の一部を斜め後から見た斜視図であり、第１、第２の回収スクリュー４５Ｌ、４５Ｒへの
駆動伝達経路が示されている。
【０１１８】
　図１５及び図１８に示すように、搬送スクリュー４３は、駆動部５から回転駆動力が伝
達されて回転駆動される。本実施例では、駆動部５は、駆動源としての駆動モータ５１と
、駆動モータ５１からの駆動力を搬送スクリュー４３に伝達する駆動列（単数又は複数の
ギアなど）５２と、を有して構成される。本実施例では、駆動源５１は、横パイプ４２の
左側の側部に配置されており、駆動列５２は、搬送スクリュー４３の左側の端部に接続さ
れている。
【０１１９】
　また、図１５及び図１８に示すように、搬送スクリュー４３の回転軸線方向の左側及び
右側の端部にそれぞれ形成（あるいは連結）された直線状の第１、第２の軸部４３ａ、４
３ｂが、横パイプ４２の外側に延在している。そして、この第１、第２の軸部４３ａ、４
３ｂとそれぞれ駆動連結可能なように、第１、第２の駆動伝達部２０Ｌ、２０Ｒが設けら
れている。本実施例では、第１の駆動伝達部２０Ｌは、駆動力遮断部材としての第１のワ
ンウェイクラッチギア２１Ｌと、第１の回収駆動列（単数又は複数のギアなど）２２Ｌと
、を有して構成される。第１のワンウェイクラッチギア２１Ｌは、搬送スクリュー４３の
第１の軸部４３ａに駆動伝達可能に配置され、内径部にワンウェイクラッチが圧入されて
構成されている。また、第１の回収駆動列２２Ｌは、第１のワンウェイクラッチギア２１
Ｌからの回転駆動力を第１の回収スクリュー４５Ｌに伝達するように構成されている。な
お、本実施例では、第１の回収駆動列２２Ｌは、第１のカップリング６３Ｌにも駆動を伝
達するように構成されている。同様に、本実施例では、第２の駆動伝達部２０Ｌは、駆動
力遮断部材としての第２のワンウェイクラッチギア２１Ｒと、第２の回収駆動列（単数又
は複数のギアなど）２２Ｒと、を有して構成される。第２のワンウェイクラッチギア２１
Ｒは、搬送スクリュー４３の第２の軸部４３ｂに駆動伝達可能に配置され、内径部にワン
ウェイクラッチが圧入されて構成されている。また、第２の回収駆動列２２Ｒは、第２の
ワンウェイクラッチギア２１Ｒからの回転駆動力を第２の回収スクリュー４５Ｒに伝達す
るように構成されている。なお、本実施例では、第２の回収駆動列２２Ｒは、第２のカッ
プリング６３Ｒにも駆動を伝達するように構成されている。
【０１２０】
　第１のワンウェイクラッチギア２１Ｌは、搬送スクリュー４３が第１の方向（回収現像
剤を第１の回収現像剤容器１０Ｌに向けて搬送する方向）に回転した際に、一緒に回転し
、下流に駆動力を伝えるように構成されている。また、第２のワンウェイクラッチギア２
１Ｒは、搬送スクリュー４３が第２の方向（回収現像剤を第２の回収現像剤容器１０Ｒに
向けて搬送する方向）に回転した際に、一緒に回転し、下流に駆動力を伝えるように構成
されている。
【０１２１】
　２．現像剤回収装置の動作
　次に、本実施例の現像剤回収装置１による第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒ
への回収現像剤の搬送動作について説明する。ここでは、主に実施例１と異なる部分につ
いて説明する。表２は、本実施例における第１、第２の回収現像剤容器１０Ｌ、１０Ｒの
それぞれへの回収現像剤の搬送動作における駆動部５、第１、第２の回収スクリュー４５
Ｌ、４５Ｒの動作状態をまとめたものである。この動作は、制御部１５０がメモリ１５２
に格納されたプログラムに従って駆動部５を制御することで実行する。
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【０１２２】
【表２】

【０１２３】
　＜第１の回収現像剤容器１０Ｌへの搬送動作＞
　図１９は、左側の第１の回収現像剤容器１０Ｌに回収現像剤を搬送する場合の回収現像
剤の流れを示している。本実施例では、第１の回収現像剤容器１０Ｌに回収現像剤を搬送
する際には、駆動部５の駆動モータ５１の正回転動作による搬送スクリュー４３の第１の
方向への回転に同期して、第１のワンウェイクラッチギア２１Ｌが駆動を伝達する方向に
回転する。そして、第１のワンウェイクラッチギア２１Ｌから第１の回収駆動列２２Ｌへ
駆動力が伝わり、第１の回収スクリュー４５Ｌが回転する。一方、第２のワンウェイクラ
ッチギア２１Ｒは駆動を遮断し、第２の回収駆動列２２Ｒに駆動力を伝えないため、第２
の回収スクリュー４５Ｒは停止したままである。
【０１２４】
　これにより、搬送スクリュー４３によって横パイプ４２内を搬送されて第１の回収パイ
プ４４Ｌに送られた回収現像剤は、第１の回収スクリュー４５Ｌによって第１の回収パイ
プ４４Ｌ内を搬送されて第１の回収現像剤容器１０Ｌに送られる。一方、縦パイプ４１か
ら横パイプ４２に送られた回収現像剤は横パイプ４２内で左側から右側に向かう方向に搬
送されることはない。また、第２の回収パイプ４４Ｒ内を回収現像剤が搬送されることも
ない。
【０１２５】
　そのため、画像形成装置１の動作中に現像剤回収装置１が第１の回収現像剤容器１０Ｌ
に回収現像剤を搬送している際に第２の回収現像剤容器１０Ｒを交換するために装置本体
１１０から取り外しても、第２の回収現像剤容器１０Ｒの周辺から回収現像剤が装置本体
１１０内に漏れたり飛散したりすることを抑制することができる。
【０１２６】
　＜第２の回収現像剤容器１０Ｒへの搬送動作＞
　図２０は、右側の第２の回収現像剤容器１０Ｒに回収現像剤を搬送する場合の回収現像
剤の流れを示している。本実施例では、第２の回収現像剤容器１０Ｒに回収現像剤を搬送
する際には、駆動部５の駆動モータ５１の逆回転動作による搬送スクリュー４３の第２の
方向への回転に同期して、第２のワンウェイクラッチギア２１Ｒが駆動を伝達する方向に
回転する。そして、第２のワンウェイクラッチギア２１Ｒから第２の回収駆動列２２Ｒへ
駆動力が伝わり、第２の回収スクリュー４５Ｒが回転する。一方、第１のワンウェイクラ
ッチギア２１Ｌは駆動を遮断し、第１の駆動列２２Ｌに駆動力を伝えないため、第１の回
収スクリュー４５Ｒは停止したままである。
【０１２７】
　これにより、搬送スクリュー４３によって横パイプ４２内を搬送されて第２の回収パイ
プ４４Ｒに送られた回収現像剤は、第２の回収スクリュー４５Ｒによって第２の回収パイ
プ４４Ｒ内を搬送されて第２の回収現像剤容器１０Ｒに送られる。一方、縦パイプ４１か
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ら横パイプ４２に送られた回収現像剤は横パイプ４２内で右側から左側に向かう方向に搬
送されることはない。また、第１の回収パイプ４４Ｒ内を回収現像剤が搬送されることも
ない。
【０１２８】
　そのため、画像形成装置１の動作中に現像剤回収装置１が第２の回収現像剤容器１０Ｒ
に回収現像剤を搬送している際に第１の回収現像剤容器１０Ｌを交換するために装置本体
１１０から取り外しても、第１の回収現像剤容器１０Ｌの周辺から回収現像剤が装置本体
１１０内に漏れたり飛散したりすることを抑制することができる。
【０１２９】
　このように、本実施例では、現像剤回収装置１は、駆動部５から搬送スクリュー４３に
伝達された駆動力を第１の回収スクリュー４５Ｌに伝達することが可能であると共に、該
駆動力の伝達を遮断することが可能な第１の駆動伝達部２０Ｌを有する。また、この現像
剤回収装置１は、駆動部５から搬送スクリュー４３に伝達された駆動力を第２の回収スク
リュー４５Ｒに伝達することが可能であると共に、該駆動力の伝達を遮断することが可能
な第２の駆動伝達部２０Ｒを有する。そして、駆動部５により搬送スクリュー４３が第１
の方向に回転駆動される際には、第１の駆動伝達部２０Ｌは搬送スクリュー４３から第１
の回収スクリュー４５Ｌに駆動力を伝達し、第２の駆動伝達部２０Ｒは搬送スクリュー４
３から第２の回収スクリュー４５Ｒへの駆動力の伝達を遮断する。また、駆動部５により
搬送スクリュー４３が第２の方向に回転駆動される際には、第１の駆動伝達部２０Ｌは搬
送スクリュー４３から第１の回収スクリュー４５Ｌへの駆動力の伝達を遮断し、第２の駆
動伝達部２０Ｒは搬送スクリュー４３から第２の回収スクリュー４５Ｒに駆動力を伝達す
る。
【０１３０】
　なお、本実施例における現像剤回収装置１の基本的な動作シーケンスは、図１２を参照
して実施例１で説明したものと同様とすることができる。また、本実施例における第１、
第２の回収現像装置１０Ｌ、１０Ｒの取り外しによる回収現像剤の搬送方向の切り替え動
作を含む動作シーケンスは、図１３、図１４を参照して実施例１で説明したものと同様と
することができる。ただし、本実施例では、駆動部５による搬送スクリュー４３の動作の
制御に連動した第１、第２の回収駆動部６Ｌ、６Ｒの動作の制御は必要ない。
【０１３１】
　以上説明したように、本実施例によれば、実施例１と同様の効果が得られると共に、実
施例１よりも現像剤回収装置１の構成の簡易化を図ることができる。
【０１３２】
　［その他］
　以上、本発明を具体的な実施例に即して説明したが、本発明は上述の実施例に限定され
るものではない。
【０１３３】
　上述の実施例では、画像形成装置は中間転写方式を採用したタンデム型のカラー画像形
成装置であったが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、画像形成装置は、
直接転写方式を採用したタンデム型のカラー画像形成装置であってもよい。この画像形成
装置は、当業者には周知のように、上述の実施例における中間転写体に代えて、記録材を
担持して搬送する記録材担持体（無端状のベルトで構成された搬送ベルトなど）を有する
。そして、複数のステーションの像担持体にそれぞれ形成されたトナー像が、記録材担持
体に担持されて搬送される記録材に順次転写され、定着された後に、画像形成装置の外部
に排出される。この画像形成装置では、画像形成部は、各ステーション、記録材担持体及
び定着装置を含む。また、画像形成装置は、１つの像担持体に複数の色のトナー像を順次
形成するごとに中間転写体又は記録材担持体に担持された記録材に転写する、いわゆる、
１ドラム型のカラー画像形成装置であってもよい。この画像形成装置では、画像形成部は
、１つの像担持体にトナー像を形成するトナー像形成部（ステーションに相当）、中間転
写体（あるいは記録材担持体）及び定着装置を含む。また、画像形成装置は、モノクロ画
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するトナー像形成部（ステーションに相当）及び定着装置を含む。
【符号の説明】
【０１３４】
　１　　　　　　　　現像剤回収装置
　３　　　　　　　　上流搬送部
　４　　　　　　　　下流搬送部
　５　　　　　　　　駆動部
　６Ｌ、６Ｒ　　　　第１、第２の回収駆動部
　１０Ｌ、１０Ｒ　　第１、第２の回収現像剤容器
　４１　　　　　　　縦パイプ
　４２　　　　　　　横パイプ
　４３　　　　　　　搬送スクリュー
　４４Ｌ、４４Ｒ　　第１、第２の回収パイプ
　４５Ｌ、４５Ｒ　　第１、第２の回収スクリュー
　９５　　　　　　　発光部
　１３０　　　　　　操作部
　１３１　　　　　　音声出力部
　１３２　　　　　　画像表示部
 

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】
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